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日
本
の
成
長
戦
略
の
重
要
な
基
盤
と
し
て
規
制
改
革
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

な
か
で
も
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
緊
急
度
の
高
い
も
の
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、

二
〇
一
五
年
四
月
広
域
的
運
営
推
進
機
関
業
務
開
始
、
一
六
年
を
目
途
に
小
売
全
面
自
由
化
、

一
八
〜
二
〇
年
を
目
途
に
発
送
電
分
離
と
料
金
規
制
撤
廃
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
五
年
の
通
常
国
会
に
は
発
送
電
分
離
等
に
関
す
る
電
気
事
業
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
見
通
し
の
な
か

今
、
改
め
て
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
考
え
た
。

規
制
改
革
と

電
力・エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

鼎
談

基
軸
を

探
る
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資
が
非
常
に
大
き
い
か
ら
競
争
原
理
に
馴
染
ま
な
い
電
源
。
そ
の
新

設
の
コ
ス
ト
や
廃
炉
の
場
合
の
コ
ス
ト
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
部
分

が
、
ま
だ
制
度
と
し
て
未
設
計
。

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
関
連
す
る
周
辺
制
度
は
未
整
備
で
、
自
由

化
ば
か
り
が
進
む
の
は
、
制
度
全
体
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と

思
い
ま
す
ね
。

強
靱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
構
築
と
い
う

成
長
戦
略
と
し
て
の
改
革
で
な
い
と
意
味
が
な
い

橘
川　

浅
野
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

浅
野　

私
の
専
門
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
工
学
で
す
。
も
と
も
と

電
気
工
学
や
制
御
工
学
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
工
学
最
大
の
テ
ー
マ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
ど
う
す
る
か

に
尽
き
ま
す
。
電
力
自
由
化
に
つ
い
て
も
、
八
〇
年
代
に
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
い
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
卸
市
場
を
つ
く
る
か
ど

う
か
と
い
う
議
論
の
場
に
少
し
参
加
し
て
、
以
来
規
制
改
革
の
研
究

に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
二
〇
年
前
か
ら
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
規
制
改

革
を
行
い
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
ま
で
は
特
に
大
き
な
問

題
も
な
く
来
た
。
事
故
以
降
、
変
え
る
こ
と
が
主
題
に
な
っ
て
い
て
、

短
期
的
に
は
今
、
原
子
力
が
稼
動
し
な
い
限
り
供
給
不
足
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。
節
電
は
既
に
定
着
し
、
幸
い
こ
こ
二
、三
年
は
停

電
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
危
な
い
状
況
で
す
。
根
本
的
に

は
強
靱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
国
民

と
産
業
の
利
益
に
な
る
。
日
本
は
こ
れ
か
ら
全
体
に
シ
ュ
リ
ン
ク
し

て
い
く
の
で
、
ど
こ
か
で
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
だ
か
ら
成
長
戦

略
の
一
環
と
し
て
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

形
式
的
な
競
争
導
入
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
力
は
公
共
財
な
の
に

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
さ
え
曖
昧
な
ま
ま

橘
川　

私
の
専
門
は
経
営
史
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
電
力
や
石
油
な
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
国
の
審
議
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
は
、
一
見
わ
か
り
に
く
い
面
が
あ

り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
は
、
ガ
ス
も
市
場
原
理
を
入
れ
る
方

向
で
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
石
油
は
一
旦
、
石

油
業
法
を
な
く
し
た
後
、
最
近
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度

化
法＊

や
産
業
競
争
力
強
化
法
の
五
〇
条＊

適
用
で
、
政
府
が
関
与
す
る

方
向
に
戻
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
体
系
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
政
治
的
な
流
れ
で

動
い
て
い
る
の
か
。
ど
う
も
後
者
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
強
く

持
っ
て
い
ま
す
。

岸　

確
か
に
、
本
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
電
力
改
革
を
ど
う
す
る

か
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
が
、
そ
こ
が
未
だ
に
出
て
い
な
い
。
と
な

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
断
片
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

橘
川　

シ
ス
テ
ム
改
革
を
推
進
す
る
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
ミ
ッ
ク

ス
自
体
も
市
場
原
理
で
決
ま
る
か
ら
、
敢
え
て
長
期
的
な
ミ
ッ
ク
ス

を
出
す
必
要
は
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

岸　

そ
う
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
電
力
は
公
共
財
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
で
す
か
ら
、
将
来
の
目
標
値
は
示
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
逆
に

言
え
ば
、
他
の
純
粋
な
競
争
市
場
と
は
違
い
、
政
府
関
与
の
影
響
が

大
き
い
。
実
際
、
原
発
が
こ
れ
だ
け
普
及
し
た
理
由
は
、
政
府
が

七
〇
年
代
か
ら
政
府
予
算
で
研
究
開
発
な
ど
を
支
援
し
た
結
果
で
す
。

影
響
が
大
き
い
だ
け
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浅
野　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画＊

の
策
定
は
、
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度
化
法

電
気
、
ガ
ス
、
石
油
事
業
者

等
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者

に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
（
原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
の
利
用
及
び
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利

用
（
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
原

料
」
と
す
る
燃
料
製
品
＝
石
油

製
品
・
都
市
ガ
ス
の
製
造
過
程

に
お
け
る
ロ
ス
の
減
少
や
生
産

性
向
上
）
を
促
進
す
る
法
律
。

二
〇
〇
九
年
八
月
施
行
。

産
業
競
争
力
強
化
法
五
〇
条

産
業
競
争
力
強
化
法
は
成
長
戦

略
の
柱
と
し
て
二
〇
一
四
年
一

月
施
行
。
事
業
再
編
を
政
府
が

支
援
し
産
業
の
新
陳
代
謝
を
促

す
こ
と
に
も
主
眼
が
置
か
れ
て

お
り
、
第
五
〇
条
で
は
事
業
再

編
円
滑
化
の
た
め
の
政
府
の
調

査
権
限
を
規
定
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
着
実
な
遂

行
を
目
的
に
〇
二
年
六
月
制
定

さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基

本
法
」
の
も
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
に
関
す
る
施
策
の
長
期
的
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
計
画
。

一
四
年
四
月
第
四
次
計
画
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
の
割
合
に
つ
い
て

は
決
め
て
い
な
い
。

卸電力市場の活性化

第1弾改正
（2013年臨時国会にて成立）
①広域的運営推進機関の設立
②プログラム規定 等

第2弾改正
（2014年通常国会にて成立）
①小売全面自由化
②事業類型見直しに伴う関連制度整備 等

第3弾改正
（2015年通常国会への提出をめざす）
①発送電分離（送配電部門の法的分離）
②法的分離関連ルール（行為規制）制定

法改正の工程

改革実施工程 【第１段階】
（広域的運営

推進機関の設置）
2015年４月2013年4月

閣議決定 13年11月

広域的
運営推進
機関設立

卸規制撤廃

今後の電力システム改革の工程

①需給計画・系統計画のとりまとめ
②【平常時】エリアをまたぐ広域的な需給・系統の運用
③【需給逼迫時】電源の焚き増しや電力融通指示による需給調整
④新規電源の接続受付、系統情報の公開 等　

料金規制の
経過措置
期間

競争的な　　　　　　
市場環境を実現

需要家保護策を措置
（最終保障サービスや離島
ユニバーサルサービス）

【第2段階】
（小売参入の
全面自由化）
2016年目途

【第3段階】
（送配電の中立化、

料金規制の撤廃）
2018～2020年目途

第
１
弾

第
２
弾

第
３
弾

第
１
弾
改
正

法
案
成
立電

力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針

第
２
弾
改
正

法
案
成
立

小売全面
自由化

発送電分離
（法的分離）

さまざまな料金メニューや電力会社の選択を可能に

料金規制
の撤廃

規
制
改
革
／
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
め
ぐ
る
現
状
を

ど
う
見
て
い
る
か
？

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
絡
む
周
辺
制
度
は
未
設
計
で

自
由
化
ば
か
り
が
進
む
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

橘
川　

本
日
は
、
規
制
改
革
と
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
ま
ず
規
制
改
革
、
あ
る
い
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
現
状
を

ど
う
見
て
い
る
か
。
自
己
紹
介
も
兼
ね
な
が
ら
、
岸
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岸　

も
と
も
と
私
は
経
産
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
も
い
た
経
験

か
ら
思
う
の
は
、
電
力
自
由
化
は
正
し
い
半
面
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
を
考
え
た
場
合
は
自
由
化
だ
け
で
済
む
話
で
は
な
い
。
当
然
、
原

子
力
な
ど
関
連
す
る
制
度
も
全
部
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
は
ず
で

す
が
、
自
由
化
の
話
ば
か
り
が
進
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
民
主
党
政
権
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
や
廃
炉
の
制
度
な
ど
が
、
政
治
主
導
の

名
の
も
と
で
結
果
的
に
歪
ん
だ
制
度
に
な
っ
た
ま
ま
修
正
さ
れ
て
い

な
い
。
典
型
例
は
太
陽
光
。
高
く
買
取
る
こ
と
に
し
た
が
、
い
ざ
大

量
に
供
給
さ
れ
た
場
合
、
送
電
網
が
対
応
で
き
る
か
と
い
う
問
題

は
手
つ
か
ず
で
、
買
取
を
止
め
て
い
る
ほ
ど
。
原
発
に
関
し
て
も
、

四
〇
年
以
上
経
っ
た
炉
の
廃
炉
判
断
を
来
年
七
月
ま
で
に
出
せ
と
い

う
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
将
来
像
さ
え
出
て
い
な
い
な
か
で

判
断
さ
せ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
ム
リ
が
あ
る
。
本
来
原
発
は
初
期
投

14年6月

（2015年目途 ： 新たな規制組織） 電力システム改革小委員会の資料をもとに作成
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す
。
ま
ず
骨
太
の
将
来
計
画
が
あ
り
、
細
か
な
制
度
設
計
が
あ
る
と

い
う
形
に
な
る
べ
き
で
す
。
特
に
原
子
力
や
資
源
確
保
に
関
し
て
、

国
の
関
与
は
今
以
上
に
あ
る
べ
き
で
す
。

橘
川　

私
、
非
常
に
危
惧
す
る
の
が
、
ミ
ッ
ク
ス
を
出
さ
な
い
理
由

と
し
て
、
原
子
力
の
再
稼
動
が
不
透
明
な
う
ち
は
、
ミ
ッ
ク
ス
を
言

う
に
は
時
期
尚
早
だ
と
い
う
議
論
。
こ
の
議
論
は
非
常
に
危
険
で
す
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
三
条
委
員
会＊

と
し
て
発
足
。
原
子
力
規
制
政

策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
分
け
る
と
い
う
大
原
理
な
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
つ
く
り
、
規

制
政
策
は
規
制
政
策
と
し
て
動
く
と
い
う
建
て
付
け
に
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
規
制
委
員
会
の
結
果
が
出
る
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
決

め
ら
れ
な
い
と
い
う
、
そ
の
発
想
自
体
、
問
題
で
す
。

業
界
の
実
態
を
踏
ま
え
ず
進
む
改
革
、

規
制
変
更
リ
ス
ク
こ
そ
最
大
の
リ
ス
ク
だ

浅
野　

産
業
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
最
大
の
リ
ス
ク
は
規
制
変
更
リ

ス
ク
で
す
。

　

特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は
、
長
期
計
画
が
な
い
と
対
応
で

き
な
い
。
規
制
を
や
た
ら
変
更
さ
れ
て
は
、
産
業
界
は
将
来
の
投
資

計
画
を
立
て
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
諸
外
国
の
例＊

を
見
れ
ば
明
ら

か
で
、
政
策
的
な
整
合
性
と
同
時
に
安
定
性
が
大
事
で
す
。

橘
川　

も
う
少
し
悲
観
的
な
見
方
が
あ
り
ま
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
一
〇
年
先
、
二
〇
年
先
を
見
な
き
ゃ
い
け
な
い
が
、
官
僚
は
ポ

ス
ト
が
二
、三
年
で
変
わ
っ
て
い
く
。
一
方
で
政
治
家
は
小
選
挙
区

制
に
な
っ
て
か
ら
、
政
治
家
＝
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
し
か
も
政
と
官
の
関
係
が
政
治
主
導
に
な
る
と
、
政
か

ら
も
官
か
ら
も
司
令
塔
が
現
れ
る
こ
と
は
不
可
能
じ
ゃ
な
い
か
。

岸　

本
来
、
制
度
は
予
見
可
能
性
が
一
番
大
事
。
特
に
公
共
イ
ン
フ

ラ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
は
よ
り
一
層
予
見
可
能
性
が
必
要
な

は
ず
。

　

そ
う
な
ら
な
い
原
因
の
一
つ
は
官
僚
の
人
事
異
動
が
頻
繁
す
ぎ
る

な
か
で
、
み
ん
な
派
手
な
政
策
を
や
り
た
が
る
。
一
方
で
政
治
家
は

小
選
挙
区
制
の
下
で
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス＊

の
側
面
が
強
ま
り
、

目
先
の
話
に
終
始
す
る
。
結
果
、
司
令
塔
が
い
な
い
ん
で
す
ね
。

橘
川　

電
中
研
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
す
と
い
う
点
で
は
今
ま
で
も
役

割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

浅
野　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
で
長
期
需
給
見
通
し
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
産
業
界
の
実
態
を
踏
ま
え
て
見
通
し

を
つ
く
ら
な
い
と
、
毎
年
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
前
政
権

の
時
代
に
産
業
界
と
の
リ
ン
ク
を
切
っ
た
。
委
員
も
入
れ
な
い
、
情

報
も
一
切
取
ら
な
い
。
中
立
者
、
学
識
経
験
者
、
あ
る
い
は
経
産
省

自
身
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
て
計
算
す
る
と
い
う
状
況
に
な
り
、
情
報

不
足
、
情
報
の
非
対
称
が
起
き
て
い
る
。
後
で
民
間
か
ら
、
い
や
、

こ
れ
は
実
態
と
は
全
然
違
う
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ほ
ど
で
す
。

岸　

業
界
の
側
か
ら
デ
ー
タ
を
出
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
、
審
議
会

な
ど
機
能
不
全
に
陥
る
だ
け
で
す
。

浅
野　

そ
う
で
す
ね
。
誤
っ
た
情
報
で
判
断
す
る
の
が
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
う
な
り
か
ね
な
い
。

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
意
義
と
効
果
は
？

広
域
機
関
設
立
→
小
売
全
面
自
由
化
→
発
送
電
分
離
、

改
革
の
ゴ
ー
ル
は
国
民
へ
の
ベ
ネ
フ
ィッ
ト
還
元
だ

橘
川　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
話
に
移

り
ま
す
が
、
ま
ず
全
体
的
に
は
ど
う
い
う
評
価
に
な
り
ま
す
か
。

浅
野　

制
度
改
革
の
ゴ
ー
ル
は
、
産
業
全
体
の
効
率
を
上
げ
て
、
電

気
料
金
と
い
う
形
で
国
民
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
還
元
す
る
こ
と
で
す

が
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
電
力
の
場
合
は
安
定
供
給
を
維
持
す
る

こ
と
で
す
。
大
規
模
な
停
電
を
起
こ
し
た
り
す
る
と
、
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
回
、
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、
小
売
全
面
自
由
化
を

英
断
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の
第
四
次
改
革＊

の
と
き
、
全
面
自
由
化
の

追
加
的
な
コ
ス
ト
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
計
算
を
し
た
上
で
、

当
面
は
見
合
わ
せ
た
。
そ
れ
を
今
回
、
家
庭
ま
で
含
め
て
小
売
全
面

自
由
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
だ
と
私
は
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
改
革
は
三
つ
で
、
ま
ず
来
年
、
広
域
的
運
営
推
進
機
関

が
で
き
て
電
力
間
の
融
通
を
拡
大
す
る
。
常
時
は
広
域
の
メ
リ
ッ
ト

オ
ー
ダ
ー＊

─
─
電
力
会
社
の
エ
リ
ア
を
越
え
て
一
番
安
い
電
源
を
使

う
。
長
期
的
に
は
再
エ
ネ
割
合
を
増
や
す
。
再
エ
ネ
は
資
源
が
偏
在

し
て
い
て
、
例
え
ば
風
力
資
源
は
北
海
道
や
東
北
に
豊
か
に
あ
る
が
、

地
元
で
は
消
費
し
き
れ
な
い
の
で
、
首
都
圏
を
含
め
広
域
で
運
営
し

て
導
入
を
支
援
し
よ
う
。
こ
れ
は
多
分
、
誰
も
が
肯
定
す
る
。
問
題

は
、
そ
の
た
め
に
追
加
的
に
必
要
に
な
る
コ
ス
ト
。
広
域
間
を
つ
な

ぐ
た
め
の
費
用
が
必
要
で
、
長
期
的
に
は
連
系
線
や
送
電
線
の
増
強

に
何
千
億
円
と
い
う
投
資
が
必
要
。
こ
れ
を
最
終
的
に
は
電
気
料
金

と
い
う
形
で
国
民
が
負
担
す
る
か
ど
う
か
が
見
え
て
い
な
い
。

　

二
つ
目
の
小
売
全
面
自
由
化
に
つ
い
て
は
、
最
初
お
客
さ
ん
は
戸

惑
う
と
思
い
ま
す
。
電
気
を
選
ぶ
の
に
、
料
金
以
外
ど
う
い
う
属
性

で
選
ん
で
い
い
か
は
、
ま
ず
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
通
信
な
ど
他
の

財
と
は
全
く
違
う
。
同
質
で
、
誰
が
供
給
し
て
も
料
金
以
外
は
同
じ
。

他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
抱
き
合
わ
せ
な
ど
、
お
客
さ
ま
が
求
め
て
事
業

者
が
応
え
れ
ば
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
市
場
が
で
き
る
。
産
業
政
策

と
し
て
、
そ
う
経
産
省
側
は
考
え
て
い
る
。
民
間
の
動
き
も
早
く
、

橘川　武郎　　きっかわ　たけお
一橋大学大学院商学研究科教授
（経営史、エネルギー産業論）
1951年和歌山県生まれ。東京大学経済学
部卒、同大学院経済学研究科第二種博士
課程単位取得。青山学院大学助教授、ハ
ーバード大学ビジネススクール・ヴィジ
ティング・スカラー、東京大学助教授、
教授、ベルリン自由大学客員教授などを
経て、2007年より現職。総合資源エネル
ギー調査会委員など歴任。著書『電力改
革』『原子力発電をどうするか』『日本電
力業発展のダイナミズム』『松永安左エ
門』『日本のエネルギー問題』など。
https://hri.ad.hit-u.ac.jp/html/101_
profile_ja.html

三
条
委
員
会

国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
に
基

づ
く
委
員
会
。
そ
れ
自
体
と
し

て
、
国
家
意
思
を
決
定
し
外
部

に
表
示
す
る
行
政
機
関
で
あ
り
、

民
間
団
体
に
対
す
る
規
制
を
行

う
権
限
等
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

規
制
変
更
リ
ス
ク
の

諸
外
国
の
例

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

後
、
ド
イ
ツ
で
は
原
子
力
発
電

所
の
一
時
停
止
→
再
稼
動
禁
止

→
脱
原
子
力
を
決
め
た
。
度
重

な
る
政
策
変
更
に
対
し
、
ド
イ

ツ
の
原
子
力
事
業
者
は
財
産
権

侵
害
な
ど
を
掲
げ
て
訴
訟
を
提

起
。

メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
政
治
。
メ

デ
ィ
ア
が
大
き
く
影
響
を
与
え

る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
状
況
。

第
四
次
電
気
事
業
制
度
改
革

二
〇
〇
八
年
の
制
度
改
正
。
卸

電
力
取
引
所
に
時
間
前
市
場
創

設
な
ど
が
決
ま
っ
た
が
、
小
売

全
面
自
由
化
は
見
送
り
と
な
っ

た
。
ち
な
み
に
九
五
年
の
第
一

次
で
卸
電
気
事
業
の
参
入
規
制

撤
廃
、
九
九
年
の
第
二
次
で
小

売
部
分
自
由
化
、
〇
三
年
の
第

三
次
で
小
売
部
分
自
由
化
範
囲

の
拡
大
が
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

実
施
さ
れ
た
。

メ
リ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー

相
対
的
に
価
格
競
争
力
の
あ
る

電
源
か
ら
順
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
経
済
合
理
的
な
電
力
供
給

を
実
現
す
る
こ
と
。
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岸　

い
や
、
そ
も
そ
も
需
給
で
決
ま
る
部
分
が
あ
る
し
、
為
替
の
影

響
も
大
き
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
政
府
が
制
度
設
計
を

間
違
え
続
け
て
、
買
取
価
格
が
高
い
ま
ま
だ
と
、
さ
ら
に
電
力
料
金

が
上
が
る
要
因
に
な
る
。
一
方
で
、
い
い
加
減
な
評
論
家
が
、
競
争

が
進
め
ば
値
段
が
下
が
る
に
違
い
な
い
、
今
ま
で
電
力
会
社
が
あ
こ

ぎ
に
ゴ
リ
ゴ
リ
儲
け
て
い
た
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
は
変
わ
る
に
違
い
な

い
と
い
う
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
。
正
し
い
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

に
し
な
い
と
、
自
由
化
し
た
ら
却
っ
て
悪
く
な
っ
た
と
反
動
が
来
か

ね
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
制
度
の
予
見
可
能
性
を
不
透
明
に
し
て
し
ま

い
ま
す
。

橘
川　

そ
も
そ
も
総
括
原
価＊

だ
か
ら
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
総
括

原
価
自
体
が
全
体
の
四
割
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
さ
え
知
ら

な
い
国
民
の
ほ
う
が
多
い
。
そ
の
辺
も
問
題
で
す
よ
。

浅
野　

シ
ス
テ
ム
改
革
で
一
番
い
け
な
い
の
は
中
途
半
端
な
過
渡
的

規
制
を
残
す
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
原
子
力
な
ど
は
安
全
も
含
め

し
っ
か
り
国
が
関
与
し
規
制
を
残
す
べ
き
で
す
が
、
自
由
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
上
で
料
金
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
過
渡
的
な
措
置
は
や
め
る
。

欧
米
で
は
選
挙
で
消
費
者
の
賛
同
を
得
よ
う
と
、
選
挙
前
に
五
年
間

の
料
金
凍
結
な
ど
を
行
っ
た
。
せ
っ
か
く
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
料
金

が
決
ま
る
よ
う
に
し
た
の
に
、
過
渡
的
措
置
を
行
い
、
過
渡
期
間
が

終
わ
っ
た
途
端
に
料
金
は
上
が
る
わ
け
で
す
。
で
、
や
っ
ぱ
り
自
由

化
反
対
と
、
消
費
者
団
体
は
言
う
。
こ
れ
は
最
悪
で
す
。

　

だ
か
ら
予
め
「
自
由
化
す
る
と
例
え
ば
、
電
気
料
金
は
二
割
上
が

り
ま
す
が
、
い
い
で
す
か
」
と
か
言
っ
て
お
く
。
約
束
が
違
う
と
一

般
の
方
に
言
わ
れ
な
い
制
度
設
計
、
そ
し
て
事
業
者
の
手
足
を
縛
ら

な
い
制
度
設
計
が
、
大
事
で
す
。

橘
川　

今
の
点
、
非
常
に
気
に
な
り
ま
す
が
、
今
の
計
画
だ
と
、
全

面
自
由
化
を
や
っ
て
も
料
金
規
制
は
残
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
で
、
第

既
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
高
圧
一
括
供
給
と
い
う
形

で
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
小
売
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
っ
て
い
る
。
電
力
会
社

自
身
も
関
連
会
社
を
使
っ
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
第
三
段
階
の
発
送
電
分
離
。
か
つ
て
会
計
分
離
と
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｊ＊

と
い
う
形
で
中
立
性
を
高
め
た
が
、
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
こ

と
で
発
送
電
の
法
的
分
離
を
準
備
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
本
当

に
国
民
の
利
益
、
つ
ま
り
安
定
供
給
や
低
廉
な
料
金
に
つ
な
が
る
か

は
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
の
理
論
的
・
実
証
的
な
分
析
で
も
評
価
で
き

て
な
い
。
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
の
評
価
が
大
前
提
。
と
に
か
く
分
離
さ
せ
、
結
果
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
国
民
や
事
業
者
に
押
し
つ
け
る
と
、
後
で
再
調
整

が
要
る
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は

電
気
料
金
は
下
が
る
と
は
限
ら
な
い

橘
川　

岸
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

岸　

シ
ス
テ
ム
改
革
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
非
効
率
性
の
低
減
。
発

電
、
送
電
、
小
売
の
各
面
で
非
効
率
性
を
下
げ
る
こ
と
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
電
力
料
金
が
下
が
る
は
ず
と
い
う
の
を
メ
リ
ッ
ト
に

挙
げ
た
が
る
人
が
い
ま
す
が
、
実
は
逆
で
、
こ
れ
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
電
力
料
金
が
上
が
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
。

橘
川　

シ
ス
テ
ム
改
革
で
料
金
が
下
が
る
と
思
わ
れ
て
い
る
節
が
あ

る
。
こ
れ
は
結
構
問
題
で
す
。
自
由
化
と
い
う
の
は
市
場
に
任
せ
る

わ
け
で
、
価
格
は
需
給
関
係
で
決
ま
る
。
買
い
手
市
場
か
売
り
手
市

場
か
に
よ
っ
て
値
段
は
上
下
す
る
。
今
、
電
力
は
不
足
気
味
な
の
で
、

現
時
点
で
自
由
化
す
れ
ば
料
金
は
上
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
辺

は
は
っ
き
り
国
民
が
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｊ

（Electric pow
er System

 
C
ouncil of Japan

）

電
力
系
統
利
用
協
議
会
。
送
電

線
や
配
電
線
の
利
用
と
い
っ
た

行
為
の
公
平
性
、
透
明
性
、
中

立
性
を
高
め
る
た
め
、
〇
四
年

設
立
。
主
な
役
割
は
、
送
配
電

関
連
の
ル
ー
ル
策
定
、
ル
ー
ル

監
視
（
紛
争
処
理
）、
系
統
情

報
の
提
供
、
中
央
給
電
連
絡
機

能
、
調
査
・
研
究
。

総
括
原
価
方
式

総
原
価（
＝「
適
正
費
用
」＋「
公

正
報
酬
」–

「
控
除
収
益
」）を
算

定
し
、
総
原
価
と
料
金
収
入
が

一
致
す
る
よ
う
料
金
単
価
を
定

め
る
方
式
。
適
正
費
用
と
は
営

業
費
の
こ
と
で
あ
り
、
内
訳
は

燃
料
費
、
修
繕
費
、
減
価
償
却

費
、
人
件
費
な
ど
。
小
売
市
場

は
既
に
六
割
が
自
由
化
さ
れ
て

い
て
、
総
括
原
価
方
式
が
残
る

の
は
家
庭
用
な
ど
四
割
の
み
。

08 電気を送る。安定供給は電力会社の使命
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バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
投
資
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

　

発
送
電
分
離
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

岸　

正
直
僕
は
、
発
送
電
分
離
を
よ
ほ
ど
う
ま
く
進
め
な
い
と
、
下

手
す
れ
ば
停
電
な
ど
が
目
立
ち
か
ね
な
い
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
う

ま
く
回
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
メ
リ
ッ
ト
、
全
体
の
効
率
化
は
進
む
。

　

発
送
電
を
分
離
し
た
場
合
、
将
来
の
ベ
ス
ト
な
姿
を
考
え
る
と
、

そ
も
そ
も
停
電
は
し
な
い
、
安
定
供
給
は
当
た
り
前
。
加
え
て
言
え

ば
電
力
料
金
も
下
が
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
で
は
系
統
安
定
性
は
ど

こ
ま
で
担
保
で
き
る
の
か
。
北
海
道
で
発
電
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
首
都
圏
ま
で
運
ば
れ
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

発
送
電
分
離
を
す
れ
ば
途
絶
リ
ス
ク
は
高
ま
る
わ
け
で
、
安
定
供

給
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
言
え
ば
、
小
規
模
な
電
力
網
が
大
規
模
な

電
力
網
を
補
う
姿
も
必
要
。
し
か
し
今
の
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

え
、
地
域
単
位
の
小
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
本
当
に
普
及
し

て
、
う
ま
く
相
互
補
完
関
係
が
で
き
る
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
た
場
合
、
送
電

側
で
電
力
を
貯
め
る
機
能
も
大
事
に
な
る
。
蓄
電
池
が
も
っ
と
も
っ

と
技
術
進
歩
し
た
上
で
、
小
規
模
な
エ
リ
ア
で
何
か
あ
っ
た
場
合
は

フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
を
働
か
せ
る
機
能
が
必
要
に
な
る
。
発
送
電
分
離

し
て
競
争
さ
せ
る
だ
け
で
、
技
術
革
新
や
安
定
供
給
が
担
保
で
き
る

の
か
。
個
人
的
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
、
不
安
の
ほ
う
が
現
状
大
き
い
。

橘
川　

浅
野
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

浅
野　

送
電
部
分
の
分
離
は
、
発
電
と
小
売
の
双
方
で
自
由
な
ア
ク

セ
ス
が
可
能
に
な
る
こ
と
自
体
は
良
い
が
、
問
題
は
長
期
的
に
送
電

網
や
配
電
網
を
維
持
管
理
し
て
増
強
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。
要
す

る
に
資
金
調
達
能
力
で
す
。
電
力
会
社
は
今
ま
で
高
い
資
金
調
達
能

力
で
、
計
画
的
に
安
く
送
電
線
を
つ
く
っ
て
き
た
。
電
力
の
立
場
か

ら
す
る
と
、
実
は
や
や
冗
長
な
く
ら
い
送
電
網
を
つ
く
っ
て
き
た
ほ

ど
で
す
。
分
離
さ
れ
た
状
況
で
、
果
た
し
て
発
電
側
の
供
給
力
、
小

売
側
の
需
要
ま
で
見
通
し
て
最
適
な
投
資
が
で
き
る
か
は
非
常
に
難

し
い
。

　

海
外
の
実
態
と
し
て
、
ノ
ル
ド
プ
ー
ル＊

や
Ｐ
Ｊ
Ｍ＊

み
た
い
に
、
も

と
も
と
垂
直
統
合
の
大
規
模
電
力
会
社
主
体
で
な
い
地
域
は
と
も
か

く
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
国
営
の
一
社
体
制
、

垂
直
統
合
で
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
無
理
矢
理
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

グ
し
て
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
本
が
最
初

の
成
功
例
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
プ
レ
イ
ヤ
ー
よ
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
、

送
電
側
が
支
配
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、問
題
は
体
力
だ

橘
川　

私
自
身
、
発
送
電
分
離
に
は
か
な
り
消
極
的
な
立
場
で
す
が
、

少
し
メ
リ
ッ
ト
、
必
要
性
み
た
い
な
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
と
、
隣

の
業
界
、
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
で
法
的
分
離
の
話
が
急
に
出
て
き
た
。

そ
の
と
き
ガ
ス
業
界
の
反
対
理
由
は
、
法
的
分
離
に
な
る
と
資
金
調

達
力
も
落
ち
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
投
資
を
妨
げ
る
と
。
し
か
し
ガ
ス

は
今
ま
で
十
分
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
て
お
ら
ず
、
分
離
さ

れ
る
と
敷
設
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
も
、
説
得
力
は
な
い
。

　

似
た
よ
う
な
面
が
電
力
に
も
あ
り
ま
し
て
ね
。
確
か
に
冗
長
な
ほ

ど
充
実
し
て
い
る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
エ
リ
ア
内
の
話
。

連
系
線
の
弱
さ
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
発
送
電
分
離
し
た
ほ
う
が
送

電
投
資
は
進
む
の
で
は
と
言
う
人
も
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

岸　

そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
分
野
は
違
い
ま
す
が
、
水
平

分
業
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
こ
の
一
〇
年
何
が
起
き
た
か
。

実
は
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
持
つ
企
業
が
、
サ
ー
バ
ー
や
通
信
網
に
か
な
り
投
資
を

し
て
、
流
通
側
の
支
配
力
を
高
め
た
。
そ
こ
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

浅野　浩志　　あさの　ひろし
電力中央研究所副研究参事；
東京大学大学院新領域創成科学研究科客
員教授；早稲田大学大学院先進理工学研
究科客員教授
1960年岐阜県生まれ。東京大学工学部
卒、同大学院工学系研究科修了、博士
（工学）。電力中央研究所入所、スタンフ
ォード大学客員研究員、東京大学助教授、
東京大学大学院工学系研究科教授、電力
中央研究所社会経済研究所長などを経て
現職。総合資源エネルギー調査会臨時委
員などを歴任。専門はエネルギーシステ
ム工学、エネルギー経済。技術と経済の
両面から次世代エネルギーシステムの在
り方とその実現方法を研究。著書『電気
の未来 スマートグリッド』など。
http://www.h.k.u-tokyo.ac.jp/research/
research13/
http://www.denken.or.jp/jp/serc/serc/
profile/asano.html

三
段
階
、
発
送
電
分
離
時
に
競
争
が
促
進
さ
れ
て
い
れ
ば
外
し
ま
す

と
い
う
形
で
、
過
渡
的
に
は
料
金
規
制
が
残
り
ま
す
。

浅
野　

だ
か
ら
、
ど
う
い
う
条
件
な
ら
料
金
規
制
を
撤
廃
す
る
か
の

指
標
を
決
め
る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
事
前
に
、
新
し
く
エ
ネ
庁
か
ら

独
立
し
て
で
き
る
予
定
の
規
制
組
織＊

で
熟
議
を
し
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
。

岸　

他
の
産
業
を
見
て
も
、
参
入
規
制
と
価
格
規
制
が
あ
る
と
こ
ろ

は
、
非
効
率
の
塊
で
す
ね
。
介
護
、
保
育
が
典
型
で
す
が
。

　

そ
の
な
か
で
参
入
規
制
は
徐
々
に
撤
廃
さ
れ
る
が
、
価
格
規
制
に

関
す
る
設
計
は
不
十
分
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
価
格
規
制
に
関
し
て
は

失
敗
を
繰
り
返
し
た
。
典
型
例
が
上
限
金
利
の
問
題
で
、
サ
ラ
金
業

界
を
崩
壊
さ
せ
て
闇
金
ば
か
り
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
電
力

は
イ
ン
フ
ラ
で
す
か
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
。
通
信
も
事
実
上
価
格

規
制
を
な
く
し
た
け
ど
、
ま
だ
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

競
争
原
理
導
入
は
い
い
が
、

ム
リ
ヤ
リ
発
送
電
分
離
し
て
成
功
し
た
例
は
な
い

橘
川　

シ
ス
テ
ム
改
革
の
背
景
を
考
え
る
と
、
３
・
11
後
、
電
力
会

社
は
原
子
力
が
止
ま
る
な
か
火
力
を
は
じ
め
現
場
は
も
の
す
ご
く
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
高
い
現
場
力
に
も
拘
ら
ず
、
電

力
会
社
に
は
地
域
独
占
に
安
住
し
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き

ま
と
い
ま
す
。
だ
か
ら
競
争
原
理
を
導
入
す
る
と
い
う
第
二
段
階
ま

で
は
賛
成
で
す
。

　

問
題
は
第
三
段
階
の
発
送
電
分
離
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
発
送

電
分
離
に
対
し
て
、
プ
ラ
ス
面
で
は
一
層
の
競
争
促
進
、
あ
る
い
は

分
散
型
電
源
が
入
り
や
す
く
な
る
と
い
う
議
論
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
言
わ
れ
る
の
が
、
日
本
の
高
い
系
統
運
用
能
力
、
停
電
の

少
な
さ
を
毀
損
す
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
発
送
配
電
の

独
立
規
制
組
織

改
革
の
第
二
段
階
以
降
の
自
由

化
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
電
力

取
引
の
適
切
な
監
視
、
第
三
段

階
に
お
け
る
送
配
電
部
門
の
中

立
性
確
保
の
た
め
の
厳
格
な
行

為
規
制
な
ど
を
実
施
す
る
組
織
。

一
五
年
の
通
常
国
会
へ
の
提
出

を
め
ざ
す
第
三
段
階
法
案
と
併

せ
て
措
置
を
し
、
一
五
年
に
設

立
予
定
。

ノ
ル
ド
プ
ー
ル

北
欧
の
国
際
電
力
取
引
所
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク

が
参
加
。

Ｐ
Ｊ
Ｍ

ア
メ
リ
カ
北
部
の
Ｒ
Ｔ
Ｏ
（
地

域
送
電
機
関
）。
名
称
は
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
（
の
Ｊ
）、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
。

Ｒ
Ｔ
Ｏ
で
あ
る
と
同
時
に
、
前

日
・
当
日
市
場
や
リ
ア
ル
タ
イ

ム
市
場
、
発
電
容
量
市
場
等
の

運
営
も
行
っ
て
い
る
。
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に
な
っ
た
分
、
基
地
局
の
投
資
を
が
ん
が
ん
や
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
基
幹
送
電
線
の
増
強
は
大
事
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
い
く
場
合
は
、
系
統
安
定
化
を
保

つ
こ
と
が
必
要
で
、
送
電
投
資
を
し
っ
か
り
行
う
。
電
力
会
社
が
担

う
場
合
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
上
に
巨
額
の
投
資
を
し
な
い
と
ま
ず
い
。
だ

か
ら
こ
そ
政
府
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
で
、
そ
れ
な
し
に

は
、
な
か
な
か
送
電
側
が
も
た
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

今
後
の
課
題
と
方
策
は
？

効
率
化・コ
ス
ト
削
減
で
流
通
投
資
が
阻
害
さ
れ
る
と

安
定
供
給
は
危
う
い

橘
川　

ど
う
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多
そ
う
で
、
課
題
も
幾
つ
か
見
え
て

き
ま
し
た
が
、
浅
野
さ
ん
は
ど
の
点
が
一
番
課
題
だ
と
考
え
ま
す
か
。

浅
野　

や
っ
ぱ
り
最
大
の
課
題
は
、
長
期
的
に
安
心
し
て
電
気
を
安

く
使
え
る
こ
と
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
台
風
な
ど
の
事
故
復
旧
時
に

ど
う
な
の
か
。
競
争
に
入
る
と
当
然
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
。
既
に
今

も
原
子
力
が
止
ま
っ
て
代
替
火
力
燃
料
費
が
嵩
む
電
力
会
社
は
、
ほ

と
ん
ど
投
資
を
繰
り
延
べ
て
、
ど
こ
ま
で
も
つ
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り

の
状
態
で
や
っ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
な
い

設
備
は
、
災
害
時
に
当
分
復
旧
し
な
い
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。

　

効
率
化
も
あ
る
程
度
は
必
要
で
す
が
、
極
端
な
効
率
化
を
し
た
ら
、

そ
れ
が
安
定
供
給
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
る
か
。
発
電
投
資
ば
か

り
に
目
が
い
き
ま
す
が
、
安
定
供
給
の
た
め
に
は
流
通
投
資
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
担
保
す
る
し
く
み
が
必
要
で
す
。
電
源
の
投

資
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
投
資
が

で
き
な
い
と
、
安
定
供
給
は
不
可
能
。
長
期
的
に
安
定
供
給
が
担
保

さ
れ
る
こ
と
が
一
番
大
事
で
、
日
本
の
場
合
も
う
需
要
も
そ
ん
な
に

伸
び
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
こ
は
情
報
産
業
と
圧
倒
的
に
違
う
点
。

省
エ
ネ
も
極
限
ま
で
進
め
る
状
況
下
で
は
、
電
気
の
量
よ
り
は
質
を

ど
う
保
つ
か
。
担
い
手
育
成
の
問
題
も
含
め
、
こ
の
流
通
イ
ン
フ
ラ

を
ど
う
保
つ
か
が
最
大
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
子
力
の
廃
炉・新
設
を
ど
う
す
る
か
？

現
場
が
し
わ
寄
せ
を
被
る
制
度
は
長
持
ち
し
な
い

橘
川　

岸
さ
ん
ど
う
で
す
か
。
効
率
性
と
安
定
供
給
の
関
係
、
今
、

問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
が
。

岸　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
本
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を
め
ざ
す

べ
き
。
三
段
階
の
改
革
に
加
え
、
周
り
の
関
連
す
る
制
度
を
同
時
並

行
で
し
っ
か
り
早
く
整
備
し
な
い
と
望
ま
し
い
姿
に
は
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
送
電
網
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
係
で
問
題
が
起

き
て
い
る
の
に
、
送
電
網
を
ど
う
整
備
す
る
か
は
明
確
で
な
い
。

　

発
電
側
も
、
自
由
化
し
て
発
送
電
分
離
し
た
場
合
、
民
間
の
力
だ

け
で
は
原
発
の
新
規
建
設
は
難
し
く
な
る
。
こ
れ
も
資
金
調
達
が
大

変
で
す
か
ら
ね
。
既
存
原
発
の
廃
炉
コ
ス
ト
も
全
部
、
民
間
が
負
う

と
し
た
ら
、
資
金
調
達
が
回
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
厳
し
い
規
制

基
準
で
さ
ら
に
投
資
が
嵩
む
リ
ス
ク
も
あ
る
。
送
電
側
以
上
に
発
電

側
も
原
発
絡
み
で
制
度
設
計
が
足
り
な
い
。
負
担
を
全
部
民
間
の
電

力
会
社
に
押
し
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
違
う
。

　

今
回
み
た
い
に
太
陽
光
に
参
入
が
殺
到
し
、
送
電
網
に
つ
な
げ
な

い
と
い
う
こ
と
で
世
の
中
が
大
騒
ぎ
す
る
ん
で
す
か
ら
、
い
ざ
改
革

の
三
段
階
を
や
っ
て
停
電
が
起
き
た
ら
、
も
っ
と
ひ
ど
い
騒
ぎ
に
な

る
。

　

そ
れ
を
何
と
か
停
電
し
な
い
よ
う
支
え
て
い
る
の
は
、
電
力
会
社

の
現
場
の
人
。
自
分
自
身
も
和
歌
山
の
四
〇
年
以
上
経
っ
た
古
い
火

力
、
海
南
発
電
所
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
原
発
が
止
ま
る
な

す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
─
─
レ
コ
ー
ド
会
社
や
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
事
実
上
タ
ダ
に
近
い
形
で
ど
ん
ど
ん
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
結
局
、
流
通
側
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
が
儲
か
り
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
つ
く
る
側
は
青
息
吐
息
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

発
送
電
分
離
も
、
送
電
側
が
し
っ
か
り
投
資
を
し
て
効
率
性
を
高

め
れ
ば
、
か
な
り
強
い
立
場
に
な
れ
る
。
た
だ
、
投
資
す
る
体
力
が

あ
る
か
が
問
題
で
す
。

浅
野　

送
電
投
資
は
、
一
〇
年
、
二
〇
年
と
い
う
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
の

話
で
す
。
実
は
、
別
に
発
送
電
分
離
し
な
く
て
も
、
今
ま
で
も
中
電

協＊

と
い
う
組
織
が
あ
っ
て
、
小
規
模
の
会
社
を
含
め
て
何
社
か
共
同

で
広
域
電
源
や
必
要
な
連
系
線
も
建
設
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
周

波
数
変
換
設
備
（
Ｆ
Ｃ＊

）
以
外
は
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
た
。
震
災
後
、

Ｆ
Ｃ
や
北
海
道
・
本
州
間
連
系
設
備
と
い
う
特
定
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

部
分
の
増
強
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
別
に
ア
ン
バ
ン
ド

リ
ン
グ
し
な
く
て
も
国
が
あ
る
程
度
リ
ス
ク
も
保
障
す
る
と
な
れ
ば
、

進
め
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
の
た
め
な
ら
分
離
す
る
意
味
は
な
い
。

　

ま
た
今
、
現
実
に
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
連
系
容
量
が
足
り
な
い
と
い
う
問
題
。
こ
れ
は
再
エ
ネ
を
国
策
と

し
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ＊

で
進
め
て
い
る
限
り
、
送
配
電
の
整
備
は
か
な
り
計
画

的
に
や
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
も
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
は
関
係
な

い
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
や
り
方
の
話
で
あ
り
、
既
に
実
現
し
て
い
る

ア
ク
セ
ス
の
中
立
性
や
公
平
性
と
は
関
係
な
い
と
私
は
理
解
し
て
い

ま
す
。

岸　

設
備
投
資
は
政
府
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
し
っ
か
り
つ
け
て
い

く
べ
き
。
例
え
ば
通
信
の
世
界
で
は
、
自
由
化
で
競
争
が
進
む
と
、

通
信
網
の
基
幹
回
線
網
を
持
つ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
は
容
量
が
不
足
気
味
。

一
方
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
携
帯
に
な
る
と
、
設
備
等
は
さ
ほ
ど
多

く
な
い
の
で
、
新
規
参
入
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
は
デ
ジ
タ
ル
で
楽

中
電
協

中
央
電
力
協
議
会
。
電
気
事
業

の
広
域
運
営
に
よ
り
、
電
力
の

安
定
供
給
と
事
業
運
営
の
効
率

向
上
を
図
る
組
織
。

Ｆ
Ｃ

（frequency converter

）

周
波
数
変
換
設
備
。
日
本
の
場

合
、
東
日
本
は
五
〇
㎐
、
西

日
本
は
六
〇
㎐
と
周
波
数
が

異
な
り
、
そ
の
間
を
佐
久
間

（
三
〇
万
kW
）、新
信
濃（
六
〇
万

kW
）、
東
清
水
（
三
〇
万
kW
）

と
い
う
三
つ
の
Ｆ
Ｃ
で
つ
な
ぎ
、

電
力
融
通
を
可
能
に
し
て
い

る
。
二
〇
二
〇
年
度
を
目
標
に

二
一
〇
万
kW
に
増
強
す
る
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

北
海
道
・
本
州
間
連
系
設
備

送
電
容
量
は
六
〇
万
kW
。
二
〇

一
九
年
に
九
〇
万
kW
に
増
強
す

る
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（Feed-in T

ariff

）

固
定
価
格
買
取
制
度
。

11
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の
見
え
方
だ
と
電
力
会
社
は
嫌
々
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

廃
炉
は
し
っ
か
り
や
り
ま
す
、
で
も
同
時
に
安
全
な
炉
を
こ
れ
だ
け

再
稼
動
し
ま
す
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
こ
う
し
ま
す
と
、
セ
ッ

ト
で
言
う
ほ
う
が
い
い
。

橘
川　

私
は
正
面
突
破
。
古
い
炉
の
廃
炉
を
う
ま
く
カ
ー
ド
と
し
て

使
い
、
リ
プ
レ
イ
ス
を
実
現
す
る
。
そ
う
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
伴
う

広
報
戦
略
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

浅
野　

ち
ょ
っ
と
プ
ラ
ス
の
話
を
し
ま
す
。

　

３
・
11
以
降
、
今
ま
で
電
気
が
ど
う
い
う
形
で
供
給
さ
れ
る
か
、

幾
ら
払
っ
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
人
た
ち
が
、
積
極
的
に

情
報
を
取
り
に
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
、
電
力
会
社
は
、
ど
う
す
れ
ば
電
気
の
つ
く
り
方
や
流
れ
方
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
か
に
相
当
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

３
・
11
以
前
あ
り
得
な
か
っ
た
画
期
的
な
こ
と
は
、
電
力
会
社
の

ロ
ー
ド
カ
ー
ブ
が
毎
日
出
た
ん
で
す
。
ロ
ー
ド
カ
ー
ブ
を
出
す
の
は
、

う
ち
の
需
要
は
こ
れ
だ
け
あ
る
と
、
販
売
の
手
の
内
を
明
か
す
よ
う

な
も
の
。
で
も
こ
う
い
う
情
報
を
ど
ん
ど
ん
出
す
と
、
消
費
者
も
電

気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
ち
始
め
る
。
そ
れ
で
電
力
会
社
も
従

来
は
一
般
的
な
節
電
情
報
の
提
供
だ
け
だ
っ
た
の
が
、「
あ
な
た
の

家
の
電
気
の
使
い
方
は
こ
こ
を
工
夫
す
る
と
、
何
円
ほ
ど
電
気
料
金

が
下
が
り
ま
す
よ
」
と
い
う
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
情
報
を
出
す
。
こ

れ
を
や
る
と
圧
倒
的
に
消
費
者
の
反
応
は
変
わ
る
。
小
売
全
面
自
由

化
に
な
っ
た
と
き
、
お
客
さ
ん
側
か
ら
サ
ー
ビ
ス
要
求
が
出
て
電
力

会
社
が
細
か
く
応
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
改
革
と
は
別
に

現
実
に
変
革
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
始
ま
っ
て
い
る

橘
川　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
議
論
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
東
京

り
や
す
い
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
電
力
会
社
側
の
対
応
も
あ
り
得
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

　

そ
れ
を
言
わ
な
い
で
、
再
エ
ネ
だ
け
断
る
と
、
い
か
に
も
原
発
を

動
か
し
た
い
か
ら
再
エ
ネ
に
意
地
悪
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
悪

宣
伝
。
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
発
信
が
必
要
で
す
。

岸　

国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
の
仕
方
が
、
官
邸
も
エ
ネ
庁
も
電
力

会
社
も
、
み
ん
な
下
手
。
自
由
化
の
話
、
原
発
の
話
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
話
な
ど
が
全
部
断
片
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
も
そ

も
今
ど
う
い
う
状
況
で
、
制
度
上
ど
う
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
ど
う
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
見
え
な
い
。
自
由
化
す
る
な

か
で
送
電
網
は
し
っ
か
り
投
資
し
な
い
と
ま
ず
い
と
い
う
事
実
は
見

え
な
い
の
で
、
未
だ
に
電
力
会
社
や
エ
ネ
庁
悪
者
論
が
多
い
。

浅
野　

情
報
公
開
で
す
ね
。
公
平
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
は
、
ど
こ

に
ど
れ
だ
け
つ
な
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
容
量
を
み
ん
な
に
公
開
す
る
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
た
め
、
高
速
道
路
の
渋
滞
情
報
の
よ
う
に
、

こ
こ
な
ら
ス
ム
ー
ズ
に
走
れ
る
と
い
う
情
報
を
出
し
て
い
く
。

　

電
源
の
話
を
す
る
と
、
火
力
は
港
湾
イ
ン
フ
ラ
、
石
油
や
石
炭
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
な
ど
を
設
置
で
き
る
か
ど
う
か
、
風
力
は
風
況
が
い
い

と
こ
ろ
に
立
地
が
決
ま
る
。
そ
れ
な
ら
ど
こ
に
連
系
で
き
る
か
は
想

定
で
き
る
。
送
電
網
は
事
前
に
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
あ

る
日
突
然
言
わ
れ
る
の
で
、
連
系
で
き
な
い
と
な
る
。
だ
か
ら
将
来

の
電
源
情
報
を
予
め
共
有
す
る
。
実
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ＊

の
入
札
時
も
そ
う
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
な
ら
送
電
線
の
新
設
は
不
要
だ
か
ら
、

電
気
料
金
は
安
く
な
り
ま
す
よ
と
い
う
情
報
を
出
せ
ば
い
い
。

橘
川　

そ
れ
も
大
事
で
す
が
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、
一
言
で
言

え
ば
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
伴
う
広
報
戦
略
─
─
「
電
力
会
社
、
そ
こ
ま

で
言
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
す
か
。

岸　

サ
プ
ラ
イ
ズ
は
大
事
で
す
ね
。
例
え
ば
廃
炉
に
つ
い
て
も
、
今

廃
炉
会
計

原
子
力
政
策
の
変
更
や
安
全
規

制
の
変
更
に
よ
っ
て
廃
炉
に
関

す
る
計
画
外
の
損
失
が
発
生
す

る
場
合
、
一
度
に
損
失
計
上
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
期
間

を
か
け
て
償
却
・
費
用
化
を
認

め
る
会
計
措
置
、
及
び
そ
の
た

め
に
必
要
と
な
る
手
当
（
平
準

化
・
激
変
緩
和
の
た
め
の
措
置
）

に
つ
い
て
検
討
。

原
子
力
版
Ｆ
Ｉ
Ｔ

投
資
回
収
に
時
間
が
か
か
る
原

子
力
に
対
し
長
期
収
益
の
見
通

し
を
得
る
た
め
の
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
検
討
。

英
国
の
Ｃ
ｆ
Ｄ
（
差
額
調
整
契

約
制
度
＝
「
市
場
価
格
」
と
、

廃
炉
費
用
や
使
用
済
燃
料
の
処

分
費
用
も
含
め
た
原
子
力
の
コ

ス
ト
回
収
の
た
め
の
「
基
準
価

格
」
の
差
額
に
つ
い
て
、
ユ
ー

ザ
ー
負
担
に
基
づ
き
事
業
者
に

対
し
て
補
填
も
し
く
は
徴
収
す

る
こ
と
で
事
業
者
の
損
益
平
準

化
を
め
ざ
す
制
度
）
な
ど
を
参

考
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ

（Independent Power Producer

）

独
立
系
発
電
事
業
者
。
発
電
だ

け
を
行
っ
て
電
力
会
社
に
卸
売

販
売
を
す
る
独
立
系
の
事
業
者
。

岸　博幸　　きし　ひろゆき
慶應義塾大学大学院メディアデザイン研
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部卒。通商産業省（現・経済産業省）入
省。KEDO（朝鮮半島エネルギー開発機
構）出向、資源エネルギー庁長官官房な
どを経て、2001 年小泉内閣の経済財政
政策担当大臣・竹中平蔵氏の大臣補佐官
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別顧問。
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か
本
当
に
み
な
さ
ん
懸
命
に
電
気
を
つ
く
っ
て
い
る
。
女
川
原
発
で

も
、
や
っ
ぱ
り
み
な
さ
ん
、
再
開
の
め
ど
が
立
た
な
い
な
か
で
も
頑

張
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
か
に
電
力
の
安
定
供
給
を
支

え
て
い
る
か
。
現
場
に
ば
か
り
し
わ
寄
せ
が
行
く
制
度
で
は
長
持
ち

し
な
い
。

橘
川　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
自
体
も
問
題
で
す
が
、
そ
れ
と
連
動
す

る
改
革
が
進
ん
で
い
な
い
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
今
、
原
子
力
小
委

員
会
が
動
い
て
い
て
、
賠
償
の
問
題
、
廃
炉
会
計＊

の
問
題
、
あ
る
い

は
今
後
の
原
子
力
投
資
の
た
め
の
「
原
子
力
版
Ｆ
Ｉ
Ｔ＊

」、
固
定
価

格
買
取
制
度
み
た
い
な
も
の
を
セ
ッ
ト
し
て
差
額
分
を
補
助
し
た
り

徴
収
す
る
し
く
み
な
ど
幾
つ
か
ア
イ
デ
ア
は
出
始
め
て
い
ま
す
。

浅
野　

そ
れ
は
最
低
限
必
要
な
こ
と
で
す
ね
。
廃
炉
な
ど
規
制
変
更

に
伴
う
回
収
不
能
コ
ス
ト
を
ど
う
す
る
か
は
早
急
に
決
め
る
べ
き
。

電
力
会
社
は一貫
経
営
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
姿
を
見
せ

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
伴
う
広
報
戦
略
を

橘
川　

制
度
面
で
の
課
題
は
多
い
の
で
す
が
、
電
力
会
社
と
し
て
は
、

例
え
ば
発
送
電
一
貫
経
営
だ
か
ら
こ
そ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
投
資
が
で

き
る
と
い
う
姿
を
も
う
少
し
見
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
感
心
し
た
の
は
、
九
州
電
力
が
長
崎
の
松
島
と
五
島
列
島

を
五
四
㎞
、
交
流
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ん
だ
。
四
国
・
本
州
間
も

北
海
道
・
本
州
間
も
直
流
に
変
換
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
が
、
そ
れ
を

交
流
で
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
五
島
は
電
力
系
統
上
は
離
島

じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
は
発
送
電
一
貫
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
。

　

そ
の
九
電
が
、
今
度
、
再
エ
ネ
に
対
す
る
接
続
申
込
み
の
回
答
保

留
を
表
明
し
た
。
事
情
は
わ
か
る
が
、
送
電
線
の
長
期
の
充
実
計
画

を
併
せ
て
発
表
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
古
い
原
発
の
廃
炉
計
画
と
併

せ
、
そ
の
送
電
線
活
用
の
話
と
セ
ッ
ト
で
言
う
と
か
。
国
民
に
わ
か
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は
も
う
動
い
て
い
て
、
ガ
ス
会
社
も
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
る
と
考
え

る
と
、
そ
こ
の
垣
根
の
問
題
も
、
取
っ
払
う
と
ま
で
い
か
な
く
て
も
、

し
っ
か
り
整
理
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。

橘
川　

頭
の
体
操
を
し
て
み
る
と
、
柏
崎
刈
羽
や
火
力
を
手
放
し
た

東
京
電
力
は
ど
う
な
る
か
。
存
続
で
き
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

私
は
違
う
と
思
う
。
東
京
の
地
下
に
二
度
と
敷
く
こ
と
が
で
き
な
い

二
七
万
五
千
Ｖ
の
送
電
線
と
世
界
有
数
の
需
要
地
域
へ
向
け
た
配
電

線
を
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
送
配
電
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
み
た
い
な
新
タ
イ
プ
の
電
力
会
社
と
し
て
ガ
ス
事

業
や
他
地
域
に
攻
め
て
い
く
。
東
京
電
力
が
震
源
に
な
り
、
シ
ス
テ

ム
改
革
が
め
ざ
す
中
身
を
現
実
ベ
ー
ス
で
進
め
る
の
で
は
な
い
か
。

浅
野　

実
際
そ
う
で
す
ね
。
火
力
再
編
、
小
売
自
由
化
も
東
電
が
震

源
。
東
電
は
カ
ン
パ
ニ
ー
制
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
業
界
の
垣
根

を
越
え
て
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
る
。
資
金
が
な
い
の
で
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
で
資
金
調
達
を
め
ざ
す
。
そ
こ
は
も
う
シ
ス
テ

ム
改
革
と
は
独
立
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

改
革
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

海
外
へ
も
積
極
的
に
打
っ
て
出
る

橘
川　

最
後
に
、
今
後
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
め
方
で
何
を
望

む
か
。
で
き
れ
ば
対
政
治
、
対
霞
が
関
、
対
電
力
会
社
、
あ
る
い
は

対
国
民
と
い
う
形
で
発
言
い
た
だ
き
た
い
。

岸　

現
状
、
主
に
原
発
絡
み
で
制
度
設
計
が
不
十
分
な
ま
ま
改
革
が

進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に

よ
り
送
電
網
の
受
入
容
量
を
超
え
る
事
態
が
起
き
て
い
る
。
情
報
を

し
っ
か
り
民
間
と
共
有
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
い
う
事
態
を

招
い
て
い
る
わ
け
で
、
過
去
の
負
の
遺
産
を
早
く
一
掃
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
世
論
と
の
関
係
で
、
省
エ
ネ
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
い

い
情
報
が
広
が
っ
た
。
み
ん
な
が
ほ
ぼ
正
し
い
情
報
を
共
有
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
で
原
発
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

で
間
違
っ
た
情
報
ば
か
り
が
出
回
っ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
原
発
の
反
動
で
、
間
違
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
情
報
が
す
ご
く
出

回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
な
か
で
国
や
電
力
会
社
は
、

変
な
世
論
に
萎
縮
し
た
り
媚
び
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
望
み
た
い
。

浅
野　

ま
ず
一
般
の
消
費
者
に
向
け
て
で
す
が
、
世
の
中
い
ろ
ん
な

情
報
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
情
報
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
実
態
に
基
づ

い
た
正
し
い
情
報
源
を
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
３
・
11

以
降
、
み
な
さ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
電
力
問
題
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
改
革
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
だ
く
と
、
い
い
シ

ス
テ
ム
に
な
る
。

　

規
制
側
や
政
治
家
に
は
、
産
業
界
が
規
制
リ
ス
ク
に
振
り
回
さ
れ

な
い
よ
う
、
予
見
可
能
性
の
あ
る
安
定
し
た
規
制
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
最
終
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
成
長
す
る
こ
と
。

電
気
は
社
会
の
基
本
財
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
実
験
を
し
た
が
失
敗
で

し
た
と
い
う
よ
う
な
規
制
変
更
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
。

　

事
業
者
は
、
既
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
政
府

や
自
治
体
、
消
費
者
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
一
緒
に
新
し
い
電

力
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
気
概
で
取
り
組
む
。
既
得
権

益
を
守
る
だ
け
の
態
度
は
や
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
消
費
者
や
地
域

の
信
頼
を
得
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
は
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
存

在
に
な
っ
て
い
く
の
が
、
理
想
で
す
。

橘
川　

原
発
の
世
論
に
は
不
思
議
な
現
象
が
あ
り
ま
す
。
長
期
的
に

原
発
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
と
、
一
番
多
い
の
は
将
来
ゼ
ロ
。
逆
に
言

う
と
当
面
は
使
う
と
い
う
意
見
。
一
方
、
短
期
的
な
こ
と
を
聞
く
と
、

再
稼
動
ノ
ー
が
多
い
。
再
稼
動
ノ
ー
＝
即
時
ゼ
ロ
で
す
か
ら
、
一
見
、

電
力
を
考
え
る
と
、
柏
崎
刈
羽
原
発
停
止
よ
る
火
力
燃
料
の
嵩
上
げ

分
が
毎
年
一
兆
円
。
柏
崎
が
動
か
な
い
と
再
建
は
厳
し
い
が
、
問
題

は
、
柏
崎
は
動
き
ま
す
か
と
。
私
自
身
は
柏
崎
刈
羽
の
新
し
い
炉
は

動
か
す
べ
き
と
い
う
立
場
で
す
が
、
事
業
主
体
が
東
電
で
あ
る
限
り

再
稼
動
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
事
実
上
、
国
が
絡
ん
で

他
電
力
を
巻
き
込
ん
だ
再
開
シ
ナ
リ
オ
も
な
く
は
な
い
。
原
子
力
を

手
放
し
た
東
電
が
次
に
火
力
事
業
を
中
部
電
力
に
任
せ
た
り
す
る
と
、

シ
ス
テ
ム
改
革
だ
と
か
言
う
前
に
、
既
存
枠
組
み
の
な
か
で
現
実
か

ら
競
争
の
方
向
へ
、
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

岸　

確
か
に
東
電
か
ら
な
し
崩
し
的
に
事
実
上
変
革
が
進
む
こ
と
は

あ
り
得
る
。
で
も
、
そ
れ
っ
て
い
い
こ
と
な
ん
で
す
か
ね
。

浅
野　

い
や
、
実
際
起
き
て
い
ま
す
。
火
力
再
編
は
既
に
進
行
中
で
、

第
三
段
階
の
改
革
が
始
ま
る
前
に
火
力
、
原
子
力
で
ど
う
い
う
組
み

方
に
な
る
と
い
う
覚
悟
は
、
業
界
に
は
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
小
売
は
も
っ
と
激
し
く
事
業
者
は
体
制
を
組
み
直
し
て
い

る
は
ず
で
す
。

橘
川　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
だ
け
で
な
く
、
石
炭
火
力
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
計
画

も
相
当
手
が
挙
っ
て
い
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ベ
ー
ス
だ
と
事
業
者
は
も

う
具
体
的
な
行
動
を
始
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
改

革
と
い
う
外
側
か
ら
だ
け
も
の
を
見
て
い
る
と
、
電
力
業
界
に
今
起

き
て
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
失
う
の
で
は
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
動
き
は
、
シ
ス
テ
ム
改
革
が
議
論
さ
れ
競
争

圧
力
が
働
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
産
業
用
や
業
務
用
な
ど
の
電
力
市

場
で
は
今
ま
で
も
競
争
が
で
き
た
の
に
、
電
力
会
社
は
動
か
な
か
っ

た
。
シ
ス
テ
ム
改
革
の
風
が
吹
い
た
か
ら
動
い
た
面
は
あ
る
の
で
、

改
革
自
体
は
プ
ラ
ス
の
面
を
持
っ
て
い
る
。

岸　

加
え
て
言
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
改
革
で
ガ
ス
も
自
由
化
す
る
な
か

で
、
電
力
と
ガ
ス
の
垣
根
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

11年ぶりに再稼動させた和歌山の海南発電所2号機（火力）

Ｂ
Ｗ
Ｒ

（B
oiling W

ater R
eactor

）

沸
騰
水
型
軽
水
炉
。
東
京
電
力
、

東
北
電
力
、
中
部
電
力
、
北
陸

電
力
、
中
国
電
力
が
採
用
。
日

本
原
子
力
発
電
は
Ｂ
Ｗ
Ｒ
、
Ｐ

Ｗ
Ｒ
い
ず
れ
も
採
用
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｗ
Ｒ

（Pressurized W
ater Reactor

）

加
圧
水
型
軽
水
炉
。
関
西
電
力
、

九
州
電
力
、
四
国
電
力
、
北
海

道
電
力
が
採
用
。
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世
論
が
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
政
府
の
や
り
方
が
姑

息
に
見
え
る
か
ら
。
明
確
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
出
さ
ず
、
規
制
委

員
会
に
球
を
投
げ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
再
稼
動
、
今
の
ま
ま
で
は

ノ
ー
だ
と
言
う
。
ま
ず
は
ミ
ッ
ク
ス
を
含
め
て
、
規
制
政
策
と
は
別

の
明
確
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

一
方
、
既
に
実
態
と
し
て
競
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
と
き
に
一
〇
電
力
が
横
並
び
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社

が
個
性
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
強
さ
を
発
揮
す
る
。
私
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ＊

に
関
し
て
は
一
部
準
国
有
化
で
な
い
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

Ｐ
Ｗ
Ｒ＊

の
事
業
者
は
す
ぐ
に
原
発
を
切
り
離
す
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
関
電
が
頑
張
っ
て
リ
プ
レ
イ
ス
し
て
、
民
間
で
原
子
力

を
担
う
道
を
残
せ
ば
い
い
。
個
社
ご
と
の
対
応
、
そ
れ
が
シ
ス
テ
ム

改
革
の
な
か
で
の
電
力
業
経
営
の
あ
り
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

岸　

世
論
調
査
で
原
発
は
反
対
が
多
い
が
、
私
が
各
地
の
講
演
な
ど

で
、
原
発
の
必
要
性
を
自
分
な
り
に
わ
か
り
や
す
く
話
す
と
、
主
婦

の
方
も
し
っ
か
り
理
解
し
て
く
だ
さ
る
。
き
ち
ん
と
話
を
す
れ
ば
み

な
さ
ん
わ
か
っ
て
く
れ
る
の
に
、
そ
れ
が
世
論
調
査
に
反
映
さ
れ
ず
、

結
果
的
に
政
治
家
も
行
政
も
一
部
の
議
論
に
び
く
び
く
し
て
い
る
。

　

電
気
が
な
い
と
生
活
も
企
業
活
動
も
で
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

正
論
、
真
実
の
姿
を
伝
え
て
い
く
。
３
・
11
以
降
ま
だ
遠
慮
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
モ
ー
ド
を
そ
ろ
そ
ろ
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。

浅
野　

今
後
、
日
本
の
市
場
が
縮
ん
で
い
く
に
し
て
も
、
日
本
の
電

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
は
海
外
で
も
闘
っ
て
い
く
。
そ
れ
だ
け
の
ノ

ウ
ハ
ウ
・
技
術
を
持
っ
て
い
る
ん

で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
原
子
力
を
継
続

で
き
る
体
制
と
人
材
確
保
に
力
を

入
れ
、
日
本
の
経
験
を
世
界
で
生

か
し
、
市
場
競
争
原
理
主
義
で
な

い
、
非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
モ

デ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

橘
川　

シ
ス
テ
ム
改
革
を
逆
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
電

力
会
社
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日 

実
施
）

　
編
集
／
田
窪
由
美
子

規制改革への
視点
がんばんきせい【岩盤規制】

既得権益を持つ役所や業界団体などの反対により改革が進まない規制のこと。

医療、雇用、農業……電力もその1つとされ、既得権益の岩盤を打ち破る動きが加速している。

1951年 9電力（のち10電力）体制ができて以降、

電力各社は安定供給を命題として電源開発や送配電網整備を進めてきた。

この姿が大きく変わろうとするなか、

規制、経営、発送電分離、原子力、諸外国の先例という規制改革をめぐる各側面について

有識者・専門家の意見を聴いた──
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規
制
緩
和
・
撤
廃
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半

に
英
米
で
始
ま
っ
たderegulation

の
日
本
語
訳
で
、

regulation

（
調
整
）
を
や
め
る
、
政
府
が
民
間
活

動
の
調
整
を
緩
め
る
・
や
め
る
と
い
う
意
味
だ
。
政

府
が
民
間
を
う
ま
く
調
整
で
き
て
い
れ
ば
良
い
規
制

だ
し
、
逆
に
政
府
の
調
整
に
よ
っ
て
経
済
が
萎
縮
す

る
よ
う
な
場
合
は
悪
い
規
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
般
に
保
護
や
規
制
は
悪
い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い

る
が
、
歴
史
的
必
然
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
資
本

主
義
は
、
一
九
世
紀
の
よ
う
に
児
童
労
働
が
横
行
し

女
性
の
人
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
凄
ま
じ
い
格
差
社
会

で
、
環
境
規
制
も
な
い
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
政
府

が
、
民
間
の
自
由
に
任
せ
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部

分
を
選
り
分
け
、
必
要
な
保
護
や
規
制
を
行
う
よ
う

発
展
し
て
き
た
の
だ
。
医
療
・
雇
用
・
農
業
・
電
力

シ
ス
テ
ム
な
ど
「
岩
盤
規
制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、

国
民
生
活
の
根
幹
に
関
わ
る
か
ら
こ
そ
政
府
が
調
整

し
て
き
た
。

　

電
力
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
現
在
の
体
制
に
は

必
然
性
が
あ
る
。
昔
は
自
由
競
争
で
発
送
電
も
分
離

さ
れ
て
い
て
、
停
電
も
多
か
っ
た
。
戦
後
、
現
体
制

に
し
て
安
定
供
給
が
実
現
し
た
の
に
、
な
ぜ
戦
前
に

戻
す
の
か
。
諸
外
国
で
改
革
が
成
功
し
て
い
る
な
ら

い
い
が
、
そ
ん
な
事
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
欧
米
で

は
電
気
料
金
は
上
が
っ
て
停
電
も
増
え
て
い
る
。

　

一
般
的
な
意
味
で
競
争
が
必
要
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
で
は
な
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
力
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
。
今
の
安
定
供
給

シ
ス
テ
ム
を
壊
す
よ
う
な
改
革
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
必
要
な
改
革
は
あ
る
。
ど
こ
か
で
事
故

が
起
き
た
と
き
、
大
規
模
に
電
力
融
通
を
行
え
な
い

の
は
確
か
に
問
題
で
、
広
域
的
な
運
営
機
関
の
設
立

は
望
ま
し
い
。
し
か
し
何
も
か
も
自
由
化
し
て
発
送

電
分
離
や
料
金
規
制
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
消
費
者
の

る
と
ど
う
な
る
か
。
諸
外
国
の
電
力
改
革
の
教
訓
を

生
か
さ
ず
、
国
鉄
や
郵
政
民
営
化
な
ど
日
本
の
こ
れ

ま
で
の
改
革
成
果
も
問
う
て
い
な
い
。
何
も
か
も
規

制
改
革
と
い
う
ム
ー
ド
で
動
き
、
結
果
を
問
わ
な
い

風
潮
は
ま
ず
い
。
改
革
に
よ
っ
て
何
が
良
く
な
り
、

ど
こ
が
悪
く
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
検
証
し
な
い

と
次
に
生
か
せ
ず
、
自
己
破
壊
に
陥
る
だ
け
だ
。

　

規
制
産
業
に
は
競
争
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
そ
れ
は
違
う
。「
レ
ー
ス
（race

）」
と
「
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（com

petition

）」
は
と
も
に
「
競

争
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
ス
は
相
手
を
倒
す

ま
で
闘
う
サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー
ス
で
あ
り
、
文
明
社
会

を
築
か
な
い
ど
こ
ろ
か
生
き
残
る
だ
け
で
精
一
杯
の

状
況
を
人
々
に
強
い
る
。
一
方
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

のcom

は
「
一
緒
に
」、pet

は
「
探
す
」
と
い
う
意

味
合
い
で
、
と
も
に
多
様
に
問
題
解
決
方
法
を
探
す

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
電
力
会
社
は
、
レ
ー

ス
は
し
な
く
て
も
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
十
分
や
っ

て
き
た
。
関
西
電
力
は
原
子
力
、
中
部
電
力
は
Ｌ
Ｎ

Ｇ
に
力
を
入
れ
る
な
ど
各
社
色
合
い
が
異
な
り
、
切

磋
琢
磨
し
つ
つ
良
い
も
の
は
相
互
に
採
り
入
れ
て
き

た
。

　

deregulation

やcom
petition

の
本
来
の
字
義

に
立
ち
返
り
、
何
が
ユ
ー
ザ
ー
便
益
に
つ
な
が
り
日

本
社
会
の
成
長
を
下
支
え
す
る
か
を
冷
静
に
考
え
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

た
め
に
な
る
の
か
。
競
争
は
手
段
で
あ
り
、
目
的
は

消
費
者
の
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
だ
。

　

規
制
改
革
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
業
種
の
性
質
や

そ
の
時
の
状
況
に
も
よ
る
。
人
々
が
現
状
に
不
満
を

持
っ
て
お
り
、
不
満
の
理
由
が
政
府
の
間
違
っ
た
規

制
に
あ
る
な
ら
、
改
革
す
べ
き
だ
。
七
〇
年
代
後
半

か
ら
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
ん
で
い
た
英
米
が
規
制
を
撤

廃
し
自
由
競
争
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
価
を
下

げ
よ
う
と
し
た
の
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
未
だ
デ
フ
レ
の
日
本
で
今
の
よ
う
な
規
制
改
革
を

進
め
る
こ
と
が
本
当
に
正
し
い
の
か
。
日
本
人
は
頑

張
り
す
ぎ
で
、
デ
フ
レ
下
で
も
過
当
競
争
を
す
る
か

ら
物
価
も
賃
金
も
上
が
ら
な
い
。
こ
こ
で
さ
ら
に
競

争
を
強
化
す
れ
ば
デ
フ
レ
は
長
期
化
す
る
だ
ろ
う
。

仮
に
改
革
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
今
で
は
な
い
。

　

競
争
と
い
う
と
、
す
ぐ
価
格
の
話
に
な
る
の
も
問

題
だ
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
力
は
、
価
格
を
下

規 制 改 革 へ の 視 点

柴
山
桂
太 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
准
教
授

規
制レ

ー
ス
で
な
く
コ
ンペ
、

文
明
社
会
の
証
と
し
て
の
規
制

しばやま　けいた
滋賀大学経済学部准教授

（経済思想・現代社会論）
1974年東京都生まれ。京都大学経
済学部卒、同大学院人間・環境学研究
科博士課程単位取得退学。滋賀大学
経済学部助手、講師を経て、2004年
より現職。研究テーマはケインズ研
究、リスク社会論、国家の発展と衰退。
著書『静かなる大恐慌』、共著『グロー
バル恐慌の真相』『グローバリズムが
世界を滅ぼす』『危機の思想』『文明の
宿命』など。
http://kenkyu-web.biwako.shiga-u.ac.jp/
Profiles/16/0001502/profile.html

電力システム改革小委員会の資料をもとに作成

げ
る
こ
と
だ
け
が
消
費
者
の
満
足
に

つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
〇
〇

年
前
に
は
停
電
し
て
も
電
灯
が
つ
か

な
い
だ
け
だ
っ
た
が
、
通
信
や
制

御
・
医
療
・
水
道
…
…
と
電
気
が
広

く
社
会
基
盤
を
支
え
て
い
る
今
、
安

定
供
給
は
不
可
欠
だ
。
停
電
が
続
く

と
文
明
生
活
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
の

が
、
現
代
社
会
だ
。

　

と
り
わ
け
資
源
が
な
い
日
本
は
、

ど
の
国
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
こ
れ
ま
で
原
子
力
比
率
を
高

め
て
き
た
。
今
後
原
子
力
依
存
度
を

下
げ
る
と
言
う
が
、
三
〇
％
程
度
で

「
依
存
」
と
は
言
え
な
い
。
従
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
以
上
に
安
全

保
障
度
の
高
い
プ
ラ
ン
が
な
い
限
り
、

原
子
力
発
電
は
捨
て
る
べ
き
で
は
な

い
。

　

最
近
「
餅
は
餅
屋
」
と
い
う
の
が

忘
れ
ら
れ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
意
見
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
既
得
権
益
を
守
る
存
在
だ
と
思

わ
れ
、
世
論
が
歪
み
政
策
が
正
し
い

方
向
に
向
か
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
電
力
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
す

小売自由化範囲の拡大
2000年3月～ 2004年4月～

［特別高圧］大規模工場、
デパート、オフィスビル等
［高圧］中規模工場、
スーパー、中小ビル等

電力量 40％

［特別高圧］大規模工場、
デパート、オフィスビル等

電力量 26％

［契約ｋＷ］
（電圧Ｖ）

［2,000ｋＷ］
（20,000Ｖ）

［500ｋＷ］

［50ｋＷ］
（6,000Ｖ）

（100/200Ｖ）

［特別高圧］大規模工場、
デパート、オフィスビル等
［高圧］中規模工場、
スーパー、中小ビル、
小規模工場等

電力量 62％
［高圧］中規模・小規模工場、

スーパー、中小ビル等
［低圧］コンビニ、事業所等

［電灯］家庭

電力量 74％

［低圧］コンビニ、事業所等
［電灯］家庭

電力量 38％

2005年4月～

自由化部門

規制部門

自由化部門

［高圧］小規模工場等
［低圧］コンビニ、事業所等

［電灯］家庭

電力量 60％

規制部門

自由化部門

規制部門

電力量 100％

2016年～

自由化部門

市場規模　7.5兆円
契約数　約8,400万件
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業
界
構
造
と
し
て
、
電
力
業
界
は
典
型
的
な
垂
直

統
合
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
情
報
通

信
業
界
は
極
端
に
水
平
分
業
的
だ
。
一
般
に
は
垂
直

統
合
の
ほ
う
が
各
機
能
間
の
統
合
を
し
や
す
く
、
水

平
分
業
だ
と
規
模
の
経
済
を
追
求
し
や
す
い
。
と
は

い
え
水
平
分
業
的
な
ス
マ
ホ
の
事
業
で
も
、
ソ
ニ
ー

に
比
べ
る
と
ア
ッ
プ
ル
は
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も

自
社
で
手
が
け
る
点
で
、
よ
り
垂
直
統
合
的
だ
。

　

つ
ま
り
垂
直
統
合
な
り
水
平
分
業
は
産
業
の
特
徴

や
業
界
構
造
を
考
え
る
と
き
に
は
意
味
が
あ
る
が
、

個
々
の
企
業
の
競
争
戦
略
を
考
え
る
に
は
、
ち
ょ
っ

と
目
が
粗
い
。
ま
ず
企
業
独
自
の
「
戦
略
ス
ト
ー

リ
ー
」
が
あ
る
べ
き
で
、
垂
直
統
合
な
り
水
平
分
業

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
選
択
は
、
そ
の
戦
略
を

実
現
す
る
た
め
に
自
ず
と
決
ま
っ
て
く
る
。

　

ア
パ
レ
ル
業
界
で
言
う
と
、
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
と
ユ
ニ
ク

ロ
は
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｐ
Ａ
（
製
造
小
売
）
と
呼
ば
れ

価
格
で
競
争
す
る
の
は
一
番
楽
な
経
営
だ
。
ム
ダ
を

な
く
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
い
う
の
は
、
戦
略
以

前
の
商
売
の
基
本
。
競
争
戦
略
と
い
う
の
は
、
そ
こ

か
ら
先
の
差
を
問
う
わ
け
で
、
新
し
い
「
価
値
」
を

つ
く
っ
て
顧
客
が
支
払
い
た
い
と
思
う
状
況
を
つ
く

る
の
が
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。
低
価
格
を
追
求
す
る

事
業
者
、
他
に
な
い
付
加
価
値
で
勝
負
す
る
事
業
者
、

い
ろ
い
ろ
出
て
く
れ
ば
顧
客
に
と
っ
て
も
選
択
肢
が

増
え
て
望
ま
し
い
。

　

電
力
会
社
と
い
え
ば
、
責
任
感
の
強
い
人
が
き
っ

ち
り
安
定
供
給
を
守
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。
銀
行
業

に
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
銀
行
に
は
金

融
安
定
化
・
保
護
政
策
の
も
と
強
い
規
制
が
あ
っ
た

る
垂
直
統
合
モ
デ
ル
で
成
功
し
て
い
る
。
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ

は
、「
流
行
を
予
測
し
て
つ
く
る
」
と
い
う
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
の
常
識
を
覆
し
、「
既
に
流
行
し
始
め

た
も
の
を
い
ち
早
く
採
り
入
れ
て
つ
く
る
」
と
い
う

戦
略
を
と
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
製
造

や
物
流
な
ど
の
機
能
を
内
部
化
し
、
垂
直
統
合
を
強

力
に
進
め
ク
イ
ッ
ク
・
レ
ス
ポ
ン
ス
を
可
能
に
し
た
。

後
発
の
ユ
ニ
ク
ロ
は
、
そ
の
逆
を
行
っ
た
。
Ｚ
Ａ
Ｒ

Ａ
が
既
に
流
行
し
て
い
る
も
の
を
つ
く
る
─
─
競
馬

で
言
え
ば
第
三
コ
ー
ナ
ー
で
馬
券
を
買
う
の
に
対
し
、

ユ
ニ
ク
ロ
は
牧
場
で
勝
て
る
馬
を
育
て
て
出
走
さ
せ

る
戦
略
。
繊
維
の
開
発
か
ら
始
め
、
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク

等
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
し
た
。
ど
ち
ら
も
垂
直

統
合
モ
デ
ル
だ
が
、
中
で
動
い
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー

は
む
し
ろ
真
逆
。
そ
し
て
ど
ち
ら
も
勝
者
だ
。
異
な

る
顧
客
に
、
異
な
る
価
値
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
、

ど
ち
ら
も
勝
者
と
な
り
得
る
。「
垂
直
・
水
平
」
と

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
九
〇
年
代
後
半
、
金
融
ビ
ッ

グ
バ
ン
で
大
規
模
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
銀

行
業
界
の
人
々
は
金
融
手
数
料
自
由
化
に
大
騒
ぎ
し

た
し
、
大
手
都
市
銀
行
同
士
が
合
併
す
る
な
ど
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
銀
行
再
編
は
予
想
外
の
ス
ピ
ー

ド
で
進
展
。
そ
れ
を
世
間
は
平
静
に
受
け
止
め
た
。

閉
ざ
さ
れ
た
業
界
の
中
に
い
る
人
ほ
ど
変
化
を
脅
威

に
感
じ
る
よ
う
だ
が
、
世
の
中
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

さ
ほ
ど
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

電
力
業
界
に
は
今
、
激
震
が
走
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
は
従
来
に
な
い
ほ
ど
の
競
争
が
起
き
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
う
な
れ
ば
い
よ
い
よ
戦
略

ス
ト
ー
リ
ー
の
出
番
。
日
本
の
戦
後
復
興
期
、
電
力

会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
「
よ
し
、
復

興
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
工
夫
と
挑
戦
を
重
ね
た

は
ず
。
広
く
あ
ま
ね
く
供
給
す
る
義
務
を
負
う
半
面
、

規
制
で
守
ら
れ
て
も
来
た
。
規
制
撤
廃
で
競
争
時
代

に
入
る
な
ら
、
余
計
な
義
務
を
背
負
い
込
む
必
要
は

な
い
。
も
っ
と
自
由
に
「
じ
ゃ
あ
う
ち
は
、
こ
う
い

う
サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も

ら
お
う
」「
こ
れ
を
高
く
売
り
込
も
う
」
と
あ
れ
こ

れ
戦
略
を
練
る
ほ
う
が
商
売
っ
ぽ
く
て
い
い
。

　

電
力
は
世
の
中
に
不
可
欠
な
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
が

他
社
と
の
差
別
化
を
考
え
独
自
の
戦
略
ス
ト
ー
リ
ー

を
描
き
、
競
争
優
位
を
確
立
す
る
。
商
売
の
世
界
で

は
勝
者
は
複
数
い
る
も
の
だ
。

い
う
切
り
口
だ
け
で
は
、
勝
因
と
な
っ
た
各
社
独
自

の
戦
略
が
見
え
て
こ
な
い
。

　

電
力
業
界
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
電
力
会
社

が
独
占
的
に
垂
直
統
合
で
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
度
、
小
売
は
全
面
自
由
化
さ
れ
、
発
送
電
分
離
と

い
う
形
で
水
平
分
業
的
に
な
る
。
垂
直
統
合
の
明
ら

か
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
供
給
の
安
定
性
や
高
い
電
力

品
質
を
担
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
当
然
、

質
の
高
い
電
力
へ
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。
半
導
体
工
場

な
ど
精
密
さ
が
不
可
欠
な
場
合
は
、
高
品
質
の
電
気

で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
が
進

む
な
か
で
も
電
力
品
質
の
高
い
日
本
を
動
か
な
い
企

業
も
あ
る
。
一
方
、
僕
の
職
場
な
ら
少
し
く
ら
い
停

電
し
て
も
問
題
は
な
い
が
、
電
力
会
社
の
送
電
系
統

か
ら
送
ら
れ
る
電
気
の
質
は
ど
こ
も
一
緒
に
な
る
。

　

今
、
電
力
改
革
で
は
安
い
電
気
に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
に
ス
ト
ー
リ
ー
は
な
い
。

規 制 改 革 へ の 視 点

楠
木 

建 

一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

経
営垂

直
統
合
モ
デ
ル
が
揺
ら
ぐ
な
か
、

戦
略
ス
ト
ー
リ
ー
の
出
番

くすのき　けん
一橋大学大学院国際企業戦略研究科
教授（競争戦略）
1964年東京都生まれ。南アフリカ・
ヨハネスブルグで子供時代を過ごす。
一橋大学商学部卒、同大学院商学研
究科博士課程単位修得退学。一橋大
学商学部専任講師、同イノベーショ
ン研究センター助教授、ボッコーニ
大学ビジネススクール（ミラノ）客員
教授、一橋大学大学院国際企業戦略
研究科准教授を経て2010年より現
職。著書『ストーリーとしての競争
戦略：優れた戦略の条件』『経営セン
スの論理』『「好き嫌い」と経営』など。
http://ameblo.jp/groovyken/

戦略ストーリーの位置づけ

電力システム改革による垂直統合モデルの分離

SP=Strategic Positioning 戦略的ポジショニング
OC=Organization Capability 組織能力

楠木建著『ストーリーとしての競争戦略』をもとに作成

電力システム改革専門委員会報告書（2013.2月）の資料をもとに作成

SP
（What）

競争戦略

戦略の
構成要素

持続的な
利益

OC
（How）

戦略
ストーリー
（Whｙ）

競争優位

業界の競争構造
（Where、When）

発電
競争と多様性
参入拡大

送配電
公平性・中立性
地域独占

小売
競争と多様性
参入拡大

卸電気事業者
卸供給事業者

発電事業者
新電力

新電力

一般電気
事業者

（発電部門）

一般電気事業者（小売部門）

参入自由化、自由料金

改革後

すべての需要家
（家庭、工場、オフィスビル等）

送配電網の利用

一般電気事業者（送配電部門）

発電

送配電

小売

卸電気事業者
卸供給事業者

発電事業者
新電力

新電力

参入自由化
自由料金

地域独占
規制料金

現状

自由化部門の需要家
（工場、オフィスビル等）

規制部門の需要家
（家庭等）

送配電網
の利用

一般電気事業者（既存の電力会社）
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電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
基
本
的
に
は
望
ま
し
い

動
き
だ
。
ど
の
よ
う
な
産
業
で
も
、
新
規
参
入
に

よ
っ
て
多
様
な
ア
イ
デ
ア
が
注
入
さ
れ
る
こ
と
が
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
成
長
の
源
泉
と
な
る
。
電
力
産

業
に
も
、
そ
れ
は
必
要
だ
ろ
う
。

　

但
し
電
力
の
場
合
、
安
定
供
給
と
い
う
使
命
が
あ

り
、
膨
大
な
資
金
と
長
期
に
亘
る
設
備
投
資
を
必
要

と
す
る
特
質
上
、
多
く
の
企
業
が
価
格
競
争
を
す
る

と
い
う
構
造
に
は
な
か
な
か
な
り
に
く
い
。
新
規
参

入
に
よ
る
活
性
化
を
実
現
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の

ル
ー
ル
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
不
可
欠
だ
。
い
か
に
安

定
供
給
を
確
保
し
つ
つ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

環
境
に
し
て
い
け
る
の
か
。
競
争
を
促
進
す
る
と
い

う
方
向
性
は
良
い
が
、
そ
の
過
程
で
、
必
要
な
設
備

投
資
が
十
分
に
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
技
術
革
新
が

起
こ
ら
な
く
な
る
と
、
問
題
は
大
き
い
。
適
切
な
制

度
設
計
こ
そ
が
、
重
要
に
な
る
。

　

新
規
参
入
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
こ
と
だ
。
予
想
ど

お
り
、
想
定
内
と
い
う
の
は
大
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
は
な
い
。
目
か
ら
鱗
の
革
新
に
門
戸
を
開
く
の

が
新
規
参
入
の
最
大
の
価
値
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら
光

フ
ァ
イ
バ
ー
へ
、
通
信
速
度
が
向
上
し
た
の
は
、
競

争
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
速
い
回
線
が
望
ま
し
い
と
い

う
の
は
、
速
さ
を
体
験
し
た
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
。

競
争
が
な
け
れ
ば
今
も
遅
い
ま
ま
で
、
消
費
者
も
そ

ん
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

発
送
電
分
離
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
発
電
部
分
に

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
は
大
き
い
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
太
陽
光
な
ど
少
な
い
初
期
投

資
で
も
参
入
で
き
、
競
争
が
生
ま
れ
や
す
い
か
ら
だ
。

　

一
方
で
、
送
電
部
分
は
か
な
り
難
し
い
。
新
規
参

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
送
電

線
の
増
強
、
広
域
融
通
を
拡

大
す
る
た
め
の
連
系
線
の
増

強
に
は
巨
額
の
資
金
と
時
間

が
か
か
る
。
こ
れ
ま
で
は
電

力
会
社
が
そ
れ
を
担
っ
て
き

た
が
、
発
送
電
が
分
離
さ
れ

た
場
合
、
誰
が
資
金
を
負
担

し
て
、
誰
が
責
任
を
持
っ
て

進
め
る
の
か
。
い
や
、
責
任

と
い
う
受
け
身
の
対
応
で
な

く
、
攻
め
の
投
資
が
で
き
る

の
か
。
安
定
供
給
の
た
め
に

送
電
投
資
を
滞
り
な
く
と
い

う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
よ
り

積
極
的
に
取
り
組
め
る
体
制

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

電
力
に
限
ら
ず
改
革
対
象

と
な
っ
た
業
界
の
発
言
は
、

と
も
す
れ
ば
既
得
権
益
を
守

ろ
う
と
し
て
い
る
だ
け
の
よ

う
に
見
ら
れ
が
ち
。
し
か
し

中
に
は
本
当
に
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
る
わ
け
で
、
そ

れ
は
社
会
の
側
も
き
ち
ん
と

聴
か
な
い
と
い
け
な
い
。
例

え
ば
原
子
力
が
止
ま
っ
て
供

入
と
い
っ
て
も
二
重
投
資
で
は
意
味
は
な
い
。
結
局
、

一
つ
の
事
業
体
に
よ
る
独
占
と
な
り
、
競
争
は
生
ま

れ
に
く
い
。
競
争
が
な
い
な
か
で
ど
う
や
っ
て
技
術

革
新
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
の
か
。
独
占
だ

か
ら
と
放
っ
て
お
く
と
料
金
の
吊
り
上
げ
が
起
き
か

ね
な
い
。
一
方
、
独
占
利
益
が
出
な
い
よ
う
規
制
を

強
く
か
け
る
と
、
頑
張
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
し
く
み

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、
そ
れ
で
は
革
新
も
起
き
な

い
。
ま
ず
は
安
定
供
給
の
し
く
み
が
第
一
だ
が
、
送

電
に
技
術
革
新
が
起
こ
れ
ば
、
産
業
全
体
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
も
計
り
知
れ
な
い
。
送
電
部
分
の
技
術
革
新

を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
組
織
・
ル
ー
ル
の

詳
細
を
考
え
る
べ
き
だ
。
送
電
部
分
で
も
技
術
革
新

を
起
こ
せ
ば
儲
か
る
し
く
み
が
必
要
だ
が
、
そ
の
匙

加
減
は
難
し
い
。

　

ま
た
発
電
部
分
に
新
規
参
入
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
生
か
す
に
は
、
全
量
送
電
で
き
る

規 制 改 革 へ の 視 点

柳
川
範
之 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

発
送
電
分
離

安
定
供
給
と
技
術
革
新
を
促
す

制
度
設
計
を

やながわ　のりゆき
東京大学大学院経済学研究科教授

（金融システム・法と経済学）
1963年埼玉県生まれ。慶應義塾大
学経済学部通信教育課程卒、東京大
学大学院経済学研究科博士課程修了。
慶應義塾大学専任講師、東京大学助
教授等を経て、2011年より現職。著
書『法と企業行動の経済分析』『元気
と勇気が湧いてくる経済の考え方』

『40歳からの会社に頼らない働き方』
『独学という道もある』、共著『経済の
考え方がわかる本』など。電力系統
利用協議会（ESCJ）企画運営委員会
委員など歴任。
http://noriyukiyanagawa.com/

給
力
不
足
の
今
、
改
革
を
急
ぐ
と
安
定
供
給
に
支
障

を
来
す
と
い
う
意
見
。
そ
れ
は
確
か
に
そ
の
と
お
り

で
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
を

既
得
権
益
を
守
る
た
め
の
言
い
訳
に
し
て
は
い
け
な

い
。
長
期
的
に
は
自
由
化
や
発
送
電
分
離
に
よ
っ
て

新
規
参
入
を
増
や
し
競
争
を
促
す
流
れ
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
の
な
か
で
い
か
に
安
定
供
給
を
確
保
す
る
か

を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

　

競
争
に
は
二
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
が
あ
る
。
各
社
が
パ

イ
を
奪
い
合
う
こ
と
で
、
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
面
で
消

費
者
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
は
、
第
一

段
階
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
切
だ
が
、
一
時
的
に
料

金
が
安
く
な
る
程
度
。
次
の
段
階
で
は
、
競
争
に

よ
っ
て
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
パ
イ
自
体

が
拡
大
す
る
。
こ
う
な
っ
て
初
め
て
、
大
き
な
意
味

で
競
争
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
点
で
電
力
会
社
に
望
み
た
い
の
は
、
改
革
に

受
け
身
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
果
敢
に
攻
め
て
ほ

し
い
。
今
、
関
西
電
力
な
ど
が
エ
リ
ア
外
に
攻
め
込

む
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
う
い
う
動
き
が
業
界
全
体

を
活
性
化
さ
せ
る
わ
け
で
、
積
極
的
な
姿
勢
は
高
く

評
価
し
た
い
。
加
え
て
今
後
さ
ら
に
パ
イ
を
拡
げ
る

方
向
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
動
い
て
い
く
。
競
争
環

境
に
な
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
多
い
は
ず
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
積
極
的
に
打
っ

て
出
て
、
電
力
会
社
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

発送電分離の類型
送配電部門の中立化策は、現在の日本が採用している会計分離から、完全に資本関係も解消する所有権分離まで概ね４つの方式に分類

＊米国は州により電力政策が異なる。全体の2/3の州は電力の小売自由化を実施しておらず、垂直統合型の電力会社が残存。
電力システム改革専門委員会報告書（2013.2月）の資料をもとに作成

送配電部門の
会計の分離（現状）

【会計分離】
送配電部門の会計を

他部門の会計から分離、公開し、
送配電部門への

料金支払等の条件について、
他の電気事業者との間での

公平性を向上させる。
〈現在の日本で採用〉

【法的分離】
送配電部門全体を別会社化。

民営電力会社の場合、
持株会社形式等を採ることが

想定される。
〈仏・独(一部)で採用〉

【所有権分離】
送配電部門の別会社化に加え、

発電・小売会社との
資本関係も解消する。

電力会社が国有の国での
事例が多い。

〈英国、北欧で採用〉

【機能分離】
送配電設備は電力会社に残したまま、

送電線の運用・
指令機能（系統運用機能）だけを

別組織に分離する。
〈米国の一部州で採用〉

ＩＳＯ
Independent System Operator

（独立系統運用者）

持株会社

送配電部門の別会社化 系統運用機能の分離

※法的分離の場合、
　持株会社形式ではなく、
　発電・小売部門の
　子会社とする形式もある。
※所有権分離の場合、
　資本関係が無いため
　持株会社を置かない。

送配電

（
送
配
電
設
備
）

（
系
統
運
用
）

（
送
配
電
設
備
）

（
系
統
運
用
）

（
送
配
電
設
備
）

（
系
統
運
用
）

発電 小売 発電 小売 発電 小売

送配電 送配電
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日
本
の
電
気
事
業
に
お
い
て
は
「
国
策
民
営
」、

つ
ま
り
国
が
政
策
の
大
枠
を
示
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て

民
間
の
電
力
会
社
が
事
業
を
行
う
し
く
み
が
貫
か
れ

て
き
た
。
電
力
会
社
は
経
営
判
断
と
し
て
事
業
運
営

の
リ
ス
ク
を
負
う
か
た
ち
を
取
り
つ
つ
、
実
際
に
は

「
地
域
独
占
」「
総
括
原
価
方
式
」
の
も
と
市
場
競
争

か
ら
隔
離
さ
れ
、
事
業
運
営
リ
ス
ク
を
電
気
料
金
に

転
嫁
す
る
こ
と
を
国
が
制
度
的
に
保
証
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
国
策
民
営
の
し

く
み
で
は
、
有
事
の
際
の
リ
ス
ク
と
責
任
の
所
在
が

不
明
確
で
あ
る
。

　

一
方
、
電
気
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
二
〇
一
六
年

の
小
売
全
面
自
由
化
、
一
八
年
〜
二
〇
年
の
発
送
電

分
離
を
一
連
と
し
た
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
独
占
・
総
括
原
価
方

式
の
し
く
み
は
失
わ
れ
る
。
国
と
民
間
事
業
者
と
の

リ
ス
ク
や
責
任
の
分
担
を
今
後
ど
う
す
べ
き
か
、
早

急
に
再
設
計
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

原
子
力
発
電
事
業
は
設
備
投
資
が
巨
大
で
償
却
負

担
が
重
く
、
事
故
が
起
き
れ
ば
損
害
賠
償
や
廃
炉
費

用
負
担
も
大
き
い
。
ま
た
一
旦
停
止
す
れ
ば
、
代
替

火
力
発
電
の
燃
料
費
の
増
加
が
経
営
の
大
き
な
負
担

と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
再
処
理
や
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
な
ど
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
に
つ
い
て
も
不

確
定
要
素
が
多
い
。
競
争
環
境
下
で
事
業
を
行
う
に

は
予
見
可
能
性
が
低
す
ぎ
て
投
資
判
断
も
回
収
の
目

処
も
つ
か
ず
、
経
営
の
持
続
性
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。

　

従
っ
て
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
、
原
子
力
発
電

の
不
稼
動
リ
ス
ク
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
リ
ス
ク
な
ど
に

つ
い
て
、
国
と
民
間
事
業
者
の
負
担
割
合
を
ど
う
リ

バ
ラ
ン
ス
す
べ
き
か
、
現
在
、
原
子
力
小
委
員
会
で

も
、「
競
争
環
境
下
に
お
け
る
原
子
力
事
業
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
民
間
事
業
者
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

不
稼
動
リ
ス
ク
分
散
の
点
に
お
い
て
も
、
国
際
競
争

力
向
上
の
点
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
に
集
約
・
分

離
し
て
事
業
継
続
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
原
子
力
発
電
を
維
持

す
る
に
は
、
い
ず
れ
は
老
朽
炉
の
リ
プ
レ
イ
ス
も
必

要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

新
興
国
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
依
然
と
し

て
旺
盛
で
あ
り
、
気
候
変
動
問
題
の
観
点
か
ら
も
原

子
力
発
電
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
日
本
に
は
国

際
的
な
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
四
〇
年
以
上
の

運
用
実
績
を
持
つ
電
力
会
社
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
両

者
が
連
携
し
て
世
界
の
潜
在
的
需
要
に
応
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
再
処
理
等
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
に

つ
い
て
、
現
在
は
民
間
事
業
者
が
出
資
や
債
務
保
証

に
よ
り
共
同
で
実
施
し
て
い
る
が
、
超
長
期
に
及
び

巨
額
費
用
が
必
要
と
な
る
不
確
実
性
の
高
い
事
業
を
、

競
争
下
に
お
い
て
民
間
事
業
者
だ
け
で
負
い
続
け
る

に
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
日
米
原
子
力
協
定
な
ど

国
家
安
全
保
障
の
問
題
と
の
関
わ
り
も
深
い
た
め
、

民
間
事
業
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
削
が
な
い
か
た

ち
で
、
国
の
役
割
を
増
や
す
し
く
み
へ
の
再
構
築
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、「
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
か
つ
「
可
能
な
限
り
減
ら

す
」
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
も
と
、
廃
炉

を
円
滑
に
進
め
る
し
く
み
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、

電
力
各
社
は
新
規
制
基
準
に
対
応
す
べ
く
、
原
子
炉

を
停
止
さ
せ
、
必
要
な
追
加
安
全
投
資
を
行
っ
て
い

る
が
、
計
画
外
の
廃
炉
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
政
策
変

規 制 改 革 へ の 視 点

遠
藤
典
子 

東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員

原
子
力

リ
ス
ク・責
任
分
担
を
再
設
計

競
争
環
境
下
の
原
子
力
事
業

えんどう　のりこ
東京大学政策ビジョン研究センター
客員研究員  博士（エネルギー科学）
1994年ダイヤモンド社入社、週刊ダ
イヤモンド編集部にて流通業、電機・
IT産業、エネルギー・環境政策、国際
金融・財政政策、産業政策などを担当、
取材・執筆を行う。2006年週刊ダイ
ヤモンド副編集長。11年よりワシ
ントン、ニューヨークを拠点に活動。
13年ダイヤモンド社退社、現職。総
合資源エネルギー調査会 原子力小
委員会委員、財政制度等審議会財政
制度分科会委員、産業構造審議会産
業技術環境部会委員。京都大学大学
院エネルギー科学研究科後期博士課
程修了。著書に『原子力損害賠償制
度の研究』（岩波書店）。

更
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
制
度
的
手
当
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
お
い
て
も
、
賠
償
措
置

額
を
超
え
る
過
酷
事
故
を
想
定
し
、
国
の
責
任
範
囲

を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
実
質
的
な
原
子
力
事
業

者
の
有
限
責
任
制
度
と
な
る
が
、
現
実
的
に
は
、
国

が
除
染
費
用
に
つ
い
て
自
治
体
に
予
算
と
裁
量
を
与

え
、
地
域
復
興
と
並
行
し
て
進
め
て
も
ら
う
の
が
望

ま
し
い
。

　

福
島
第
一
の
事
故
を
経
て
、
原
子
力
発
電
へ
の
社

会
的
ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
電
力
各
社
と
立
地
地
域
の
自
治
体
が
中
心
と

な
っ
て
合
意
形
成
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
国

民
的
議
論
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
安
全
の
確
保
と

原子力小委員会 2014.8月の資料をもとに作成

原子力小委員会 2014.8月の資料をもとに作成

緊
急
時
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
も
そ
も
福
島
第
一

の
事
故
を
経
て
な
お
原
子
力
発
電
が
必
要
な
理
由
に

つ
い
て
、
国
が
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
変
化
を
背
景
と
し
て
、
原
子
力
発

電
は
公
益
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、
原
子
力
発
電
か
ら
の
電
気
は
公
益
電

源
と
し
て
卸
売
市
場
に
提
供
さ
れ
れ
ば
、
卸
売
市
場

の
活
性
化
に
繋
が
り
、
国
民
も
安
定
的
で
安
価
な
原

子
力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
小
売
全
面
自
由
化
時
の
原
子
力
事
業
環
境

整
備
は
、
広
く
国
民
が
裨
益
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
原
子
力
発
電
の
運
営
を
担
う
の
は
ノ

原子力事業の特殊性と状況変化を背景にした課題･懸念

東日本大震災以降の原子力停止の影響

原子力事業の特殊性・状況変化を背景として、今後、原子力に
ついて、長期的に投資・費用の回収ができなくなるリスクが顕
在化。財務・会計上必要とされる措置の詳細については精査
が必要であるが、例えば、
❶廃炉の判断に伴って費用回収が中断し損失が発生するこ

とから、財務会計上の理由から廃炉の判断が影響を受ける
可能性有り

❷将来的に投資が未回収となることを懸念し、最善の安全に
向けた投資の判断が阻害される可能性有り

❸安全規制の変更等に伴って、一括で、多額の財務的な損失
が発生。場合によっては、事業者の財務状況が著しく悪化
し、電力の安定供給の確保に支障を来す可能性

❹原子力事業について、安定的な事業実施を確保していく必
要がある。バックエンド事業等、共同で実施している事業に
ついてその要請は一層強い

などの課題と懸念がある。

エネルギー
安定供給

1. 海外からの化石燃料依存度増加
◦総発電電力量の約８８％（2013年度）

第一次石油ショック時（約７６％）以上の水準
＊中東依存度：原油（８３％）、天然ガス（３０％）

◦再生可能エネルギー導入比率
総発電電力量の約２．２％（水力除く）
　　　　　　　　　　（2013年度実績）
固定価格買取制度による国民負担約6,500億
円/年、標準家庭で約2,700円/年
　　　　　　　　　　（2014年度推計）

国民生活・
経済

2. 燃料費の増加（火力発電焚き増し費用）
約３．６兆円（1人あたり約３万円の負担、2013年度
推計）

3. 電気料金の高騰
◦震災前と比べ平均２割程度上昇

標準世帯（月額）：東電約6,300円⇒約8,600円、
　　　　　　　関電約6,400円⇒約8,200円
＊震災前と比べ、経常経費に占める燃料費の割合は10
社平均で約2割から約4割に増加しており、コストカットの
みによって電気料金の上昇を抑制することには一定の限
界有り

地球
温暖化

4. ＣＯ₂排出量増加 (2012年度）
◦一般電気事業者のＣＯ₂排出量１．１億トン増加
（日本の排出量約９％分、2010年度比）

1.原子力事業の特殊性

2.原子力事業をめぐる状況変化
原子力事業の特殊性と相まって、事業の予見可能性が低下

投資回収の予見性を確保していた地域独占・総括原価料金規制
が撤廃

〈加えて〉

3.課題・懸念

規制ルールの見直し 原子力依存度の低減

投資額が巨額、
事業・投資回収期間が

長期

万一の事故の際の
対応

事業者共同実施の
原子燃料サイクル

事業等

電力システム改革の進展（小売全面自由化、料金規制撤廃）

震災後の原子力発電の長期停止により、電力会社の財務状況も悪化
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日
本
に
先
行
し
て
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
行
っ
た

欧
米
諸
国
で
「
こ
れ
こ
そ
改
革
成
果
だ
」
と
言
え
る

成
功
例
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

例
え
ば
英
国
は
、
一
九
九
〇
年
に
国
営
の
中
央
電

力
庁
を
分
割
・
民
営
化
し
発
送
電
を
分
離
。
料
金
規

制
も
撤
廃
し
、
九
九
年
に
は
小
売
市
場
を
全
面
自
由

化
し
た
。
結
果
、
新
規
参
入
が
相
次
ぎ
、
発
電
・
小

売
と
も
一
〇
〇
社
以
上
が
事
業
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
た
が
、
合
併
・
再
編
も
相
次
ぎ
、
現
在
は
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
企
業
な
ど
「
ビ
ッ
グ
６＊

」、
大
手
六
社

が
発
電
市
場
の
約
七
〇
％
、
小
売
市
場
で
は
九
八
％

以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
寡
占
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
料
金
が
下
が
れ
ば
利
用
者
に
と
っ
て
は

望
ま
し
い
が
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

や
北
海
油
田
の
生
産
量
減
少
を
背
景
に
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
か
ら
右
肩
上
が
り
。
特
に
近
年
は
資

源
輸
入
と
固
定
価
格
買
取
制
度
の
負
担
が
増
え
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
一
三
年
の
間
に
平
均
家
庭
の
電
気

料
金
は
二
二
％
も
上
昇
し
て
い
る
。

　

し
か
も
、
確
か
に
料
金
メ
ニ
ュ
ー
は
増
え
た
が
、

新
た
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
困
惑
独
占
」
だ
。

困
惑
独
占
＝confusopoly

と
は
、
複
雑
な
料
金
メ

ニ
ュ
ー
で
故
意
に
顧
客
を
混
乱
さ
せ
、
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
を
阻
害
し
て
い
る
状
態
を
皮
肉
っ
た
造
語
。
通
信

や
金
融
で
よ
く
見
ら
れ
る
困
惑
独
占
が
、
電
力
市
場

で
も
起
き
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
た
英
政
府
は
、
小

売
各
社
に
対
し
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
単
純
化
せ
よ
、

四
つ
に
絞
り
込
め
と
、
自
由
化
に
逆
行
す
る
よ
う
な

指
導
を
始
め
た
。

　

加
え
て
寡
占
状
態
緩
和
の
た
め
、「
発
販
分
離
」

案
ま
で
浮
上
し
て
い
る
が
、
料
金
値
下
げ
に
つ
な
が

る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
料
金
規
制
を
残
し
、
プ

ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
（
上
限
価
格
規
制
）
の
な
か
で
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ
け
、
値
上
げ
を
抑
制
す
る
工
夫

ら
隣
国
同
士
は
揉
め
る
も
の
。
そ
れ
を
う
ま
く
丸
め

る
の
が
国
際
連
系
線
で
あ
り
上
流
部
門
の
共
同
開
発
。

ア
ジ
ア
で
の
孤
立
を
避
け
る
た
め
に
も
必
要
だ
。

　

国
際
連
系
線
が
な
い
ま
ま
原
子
力
の
長
期
停
止
が

続
く
日
本
に
と
っ
て
現
在
の
最
重
要
課
題
は
供
給
力
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
確
保
だ
。
原
子
力
の
再
稼
動
が
な
い

ま
ま
改
革
を
進
め
て
も
電
気
料
金
上
昇
や
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
の
危
険
が
高
ま
る
だ
け
。
原
子
力
が
動
い
て

い
る
国
で
す
ら
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
欧
米

の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
。

　

諸
外
国
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
成
功
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
が
、
興
味
深
い
の
は
ド
イ
ツ
の
シ
ュ

タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
（
地
域
密
着
電
力
会
社
）
だ
。
改
革

後
、
や
は
り
外
資
系
を
含
む
大
手
電
力
会
社
に
よ
る

が
で
き
た
は
ず
だ
。

　

近
年
の
異
常
気
象
で
自
然
災
害
が
多
発
す
る
な

か
、
停
電
事
故
後
の
復
旧
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
末
に
英
国
全
土
を
暴
風
雨
が
襲
っ
た
際
に

は
、
一
部
地
域
で
五
日
以
上
も
停
電
が
続
き
、
事
後

調
査
に
あ
た
っ
た
規
制
当
局
は
、
保
線
管
理
の
充
実

や
人
員
の
適
正
配
置
な
ど
を
「
配
電
会
社
が
実
施
す

べ
き
こ
と
」
と
し
て
強
調
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
業

界
再
編
成
後
の
配
電
会
社
で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本

的
な
対
策
も
軽
視
さ
れ
が
ち
と
い
う
こ
と
だ
。

　

課
題
が
山
積
す
る
英
国
の
電
力
改
革
だ
が
、
目
下

の
最
大
の
懸
念
は
供
給
力
不
足
。
原
子
力
は
動
い
て

い
る
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
の
大
気
汚
染
規
制
を
受
け
一
五

年
ま
で
に
旧
式
石
炭
火
力
を
閉
鎖
す
る
英
国
は
、
将

来
的
な
供
給
力
を
確
保
す
る
「
容
量
市
場
」
を
創
設
。

一
八
年
以
降
の
電
源
の
入
札
を
年
内
に
も
実
施
す
る

が
、
そ
れ
ま
で
の
「
端
境
期
」
を
ど
う
乗
り
切
る
か

規 制 改 革 へ の 視 点

野
村
宗
訓 

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授

諸
外
国
の
先
例

外
資
参
入
後
の「
困
惑
独
占
」と

「
地
域
電
力
」と
い
う
新
た
な
道

のむら　むねのり
関西学院大学経済学部教授

（産業経済学・規制経済学・公益企業論）
1958年神戸市生まれ。関西学院大
学経済学部卒、同大学院経済学研究
科博士課程修了。大阪産業大学助教
授などを経て、現職。英国や諸外国
の公益事業と民営化政策などを研究。
著書『エナジー・ウォッチ』『電力市場
のマーケットパワー』『電力─自由化
と競争』『民営化政策と市場経済』『イ
ギリス公益事業の構造改革』、共著

『電力市場の参入者』『新しい空港経
営の可能性』『官民連携による交通イ
ンフラ改革』など。
http://www.kwansei.ac.jp/s_economics/
s_economics_000615.html

に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
英
国
を
は
じ
め
欧
州
全
体
の
電
力
安
定
供

給
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
国
際
連
系
線
だ
。
先
般
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
投
票
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

国
家
間
、
民
族
間
の
軋
轢
が
絶
え
な
い
欧
州
だ
が
、

協
調
政
策
も
着
実
に
進
め
て
い
る
。
電
力
分
野
で
も

ト
ラ
ン
ス
・
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
計

画
に
基
づ
き
、
欧
州
全
土
を
網
羅
す
る
国
際
連
系
線

を
構
築
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
進

む
な
か
、
系
統
安
定
化
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
国
際
連
系
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
私

は
韓
国
と
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
だ
ほ
う
が
い
い
と
考

え
て
い
る
。
国
際
関
係
の
悪
化
で
安
定
供
給
が
損
な

わ
れ
る
と
い
う
懸
念
の
声
も
あ
る
が
、
太
古
の
昔
か

寡
占
化
が
進
ん
だ
も
の
の
、
長
年
地
元
の
電
力
・
ガ

ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
き

た
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
は
、
根
強
い
地
元
の
支
持
を

受
け
手
堅
く
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
電
力
会
社
に
と
っ
て
、
こ
こ
に
一
つ
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

に
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
介
護
な
ど
多
様
な
地
域

密
着
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
き
た
、
安
心
の
「
か
ん

で
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
を
生
か
す
─
─
全
面
自
由
化
・
発

送
電
分
離
と
な
っ
て
も
、
発
販
は
一
体
で
、
地
元
営

業
所
を
拠
点
に
顔
の
見
え
る
商
売
を
す
る
。
そ
ん
な

形
が
望
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

＊
エ
ー
オ
ン
Ｕ
Ｋ（
ド
イ
ツ
）、Ｒ
Ｗ
Ｅ
エ
ヌ
パ
ワ
ー（
ド
イ
ツ
）、Ｅ
Ｄ
Ｆ
エ
ナ
ジ
ー（
フ

ラ
ン
ス
）、ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ・ア
ン
ド・サ
ザ
ン・エ
ナ
ジ
ー（
英
国
）、ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュパ

ワ
ー（
ス
ペ
イ
ン
）、セ
ン
ト
リ
カ（
英
国
）の
六
社
。

英国の電力システム（北アイルランドを除く;2013.6月時点）

ドイツのシュタットベルケ（地域密着電力会社）

英国におけるビッグ６のシェア（2011年）

総務省の資料をもとに作成

Electrica Services Ltd（2012）、
Electricity lndustry Reviewの資料をもとに作成

海外電力調査会の資料をもとに作成

１ 主な事業
電力供給、熱供給、ガス供給、上水道、市内交通、通信、公共施設
管理事業等
＊ドイツ国内で約９００団体、幅広く複数の事業を集約して行うものから単体事業
のみのものある

２ 法人形態
有限会社（自治体出資１００％）、株式会社（自治体出資５０％超、
２５％超）  ＊２５％超で拒否権あり

３ 経緯
ガス灯・電灯の管理等を行う市町村の行政の１部門として１９世紀
に始まり、個人・民間では手当てできない市内のインフラ整備・運営
を実施。１９９８年には電力・ガス市場が自由化され、２０００年代には
シュタットベルケの民営化が増加したが、近年では再公営化が進む

４ 事業の特色
（自治体の意向を踏まえ、次のような住民に必要なライフラインの維持・運営を担う）

●電力供給事業…自身の持つ電力の単価と卸売市場の取引額を
比較し、需要とのバランスを見ながら、最適調達
を行うことでコスト削減を実現したうえ、一般家庭
に供給

●熱供給事業……ガスボイラーや木質バイオマスボイラー等を活用。
需要家に近接した電源を所有することから、その
発電所から発生した排熱を活用する地域コジェ
ネとして行うものもある（１９７０年代に国策として
熱供給管を整備済のため、償却コストが小さい）

●ガス等供給事業・・ガス供給や通信設備の維持・運営を行うものも
ある

●上水道事業……自己所有のダム、共同浄水場など多様な水源か
ら用水を確保し、一般家庭に供給（一般に地域
での独占事業）

●市内交通事業…地域に資する事業のため運営。赤字分は黒字
部門から補填することで経営を維持

発電容量
シェア
（％）

家庭用・
小売市場
シェア
（％）

E.ON UK
12.6 E.ON UK

17.0
RWE

npower
14.9

RWE
npower
13.0

EDF
Energy
18.0

EDF
Energy
13.0SSE

11.1
SSE
20.0

Scottish
Power

7.7

Scottish
Power
12.0

Centrica
5.9

その他
29.8

その他 0.5

Centrica
25.0

（発電）

（卸売）

（送電）

（配電）

（小売）

発電事業者（128社）

需給調整市場 系統運用者（SO）取引所取引・相対取引

送電事業者（3社）

配電事業者（14社）

小売供給事業者（107社）

需要家（2,500万軒）
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●
改
革
へ
の
ス
タ
ン
ス

─
─
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
が
、

関
西
電
力
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
？

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
安
定
供
給
の
確
保
、
電
気

料
金
の
最
大
限
抑
制
、
お
客
さ
ま
の
選
択
肢
拡
大
が
目

的
。
つ
ま
り
国
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
電
力
シ
ス
テ
ム

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
我
々
も
国
等
の
検
討
に
積

極
的
に
協
力
し
て
き
た
。
今
後
も
そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら

ず
、
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　

と
は
い
え
長
年
実
務
を
担
っ
て
き
た
事
業
者
と
し
て

見
れ
ば
、
改
革
に
は
懸
念
や
対
応
が
困
難
な
点
が
あ
る

の
も
事
実
。
電
力
は
生
活
や
産
業
活
動
の
基
盤
だ
け
に
、

改
革
で
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
や
、
却
っ
て
お
客
さ
ま
や

株
主
の
利
益
を
損
な
う
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。

真
の
改
革
実
現
に
向
け
、
技
術
課
題
へ
の
対
応
や
事
業

環
境
の
整
備
が
必
要
で
、
こ
れ
か
ら
も
専
門
家
と
し
て

「
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
」
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
く
。

●
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（
広
域
機
関
）
設
立

─
─
改
革
の
第
一
段
階
・
広
域
機
関
の
設
立
は
電
力
会

社
が
提
案
し
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
？

　

電
力
各
社
は
こ
れ
ま
で
、
自
社
エ
リ
ア
の
安
定
供
給

を
維
持
す
る
た
め
適
切
な
供
給
予
備
力
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
広
域
運
用
に
つ
い
て
も
緊
密
な
連
携
で

緊
急
時
の
相
互
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
時
、
関
東
で
計
画
停
電

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
広
域
的

電力システム改革と
安定供給への使命
電力会社は電力システム改革をどう捉え、
どのように動こうとしているのか？
改革の渦中にある当事者・実務を担ってきた専門家に
改革への見解と今後の抱負を訊いた。

森本 孝 関西電力 執行役員 総合企画本部本部事務局長

広域的運営推進機関の概要

な
電
力
運
用
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
広
域
運
用
の
技
術
・
知
見
を
生
か
し
て
課
題
解
決
を

め
ざ
そ
う
と
、
全
国
的
な
組
織
の
設
立
を
国
に
提
案
。

こ
れ
が
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
一
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
と
し
て
今
年
八
月
に
設
立

が
認
可
さ
れ
た
。
現
在
は
新
電
力
も
含
む
有
志
に
よ
る

準
備
組
合
が
一
五
年
四
月
の
業
務
開
始
に
向
け
詳
細
な

ル
ー
ル
づ
く
り
や
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

現　状

各電力会社の供給エリアごとに需要と供給の調整を実施

周波数変換設備や各電力会社間を結ぶ送電線（連系線）の容量に制約

各電力会社が系統アクセス業務
（送電網への接続受付・検討結果の通知）を実施

一部エリアでは再生可能エネルギーの導入量に制約

広域的運営推進機関が実施する業務

❶需給ひっ迫時に広域機関がエリアを跨いだ
　広域的な需給調整（電源の焚き増し指示等）を実施

❷周波数変換設備や連系線等の
　送電インフラの増強を指導・勧告し、建設を促進

❸系統アクセス業務を実施

❹再生可能エネルギーなどの増加に対応した
　広域連系系統の潮流管理等を実施

❶発電事業者への
　焚き増し指示 ❷送電インフラの

　増強指示

❸系統アクセス業務を実施
❹広域連系系統の管理

連系線 連系線

再エネの出力変動を
エリア横断的に吸収

広域的運営推進機関

Ｂ電力エリア
系統運用者

A電力エリア
系統運用者

C電力エリア
系統運用者

争
力
を
高
め
て
い
く
。

　

一
方
で
自
由
化
は
我
々
に
と
っ
て
も
事
業
拡
大
の
チ

ャ
ン
ス
。
電
力
供
給
と
い
う
事
業
の
枠
や
関
西
と
い
う

エ
リ
ア
の
枠
を
超
え
、
他
エ
リ
ア
・
海
外
も
視
野
に
入

れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
積
極
的
に
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

─
─
エ
リ
ア
外
と
い
え
ば
、
今
年
四
月
、
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

（
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
が
首
都
圏
で

電
力
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
企
業
の
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
も
関

西
エ
リ
ア
内
外
で
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス＊

を
軸
に

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
電
力
自
体
の
供

給
を
望
む
声
も
多
く
い
た
だ
き
、
首
都
圏
で
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
お

客
さ
ま
の
期
待
も
大
き
く
、
我
々
が
め
ざ
す
総
合
エ
ネ

─
─
広
域
機
関
設
立
で
何
が
ど
う
変
わ
る
？

　

広
域
機
関
の
役
割
は
、
日
本
全
体
の
安
定
供
給
に
責

任
を
持
ち
、
電
源
の
広
域
運
用
に
必
要
な
送
配
電
網
の

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
大
で
平
時
・
緊
急

時
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

つ
ま
り
広
域
機
関
設
立
後
は
、
各
エ
リ
ア
の
安
定
供

給
は
電
力
会
社
が
担
う
一
方
、
エ
リ
ア
を
跨
ぐ
需
給
調

整
は
広
域
機
関
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
広
域
的
な
需
給

調
整
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
間
連

系
線
な
ど
送
電
イ
ン
フ
ラ
の
増
強
を
指
導
・
勧
告
す
る

よ
う
に
も
な
る
。

●
小
売
全
面
自
由
化

─
─
改
革
の
第
二
段
階
は
小
売
全
面
自
由
化
。
二
〇
一

六
年
に
家
庭
用
も
含
め
全
面
自
由
化
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
？

　

小
売
全
面
自
由
化
に
は
、
お
客
さ
ま
選
択
肢
の
拡
大

と
、
事
業
者
の
事
業
機
会
拡
大
と
い
う
大
き
く
二
つ
の

狙
い
が
あ
る
。
自
由
な
選
択
を
希
望
さ
れ
る
お
客
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
制
度
で
あ
り
、
我
々
は
お
客
さ
ま
に

選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
の
関
西
電
力
の
料
金
水
準

は
、
競
合
他
社
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。
原
子
力
の
不

稼
動
が
長
期
化
す
る
な
か
、
代
替
火
力
燃
料
費
の
負
担

が
重
く
、
昨
年
に
は
や
む
を
得
ず
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
至
り
、
忸
怩
た
る
思
い
だ
。
価
格
競
争
力
を
持
て
る

よ
う
、
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
火
力
電
源
の
競

鉄塔取替工事

給電運用業務
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ま
で
非
常
に
長
期
間
に
亘
り
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
す

る
事
業
だ
。
こ
れ
ま
で
は
原
子
力
推
進
と
い
う
国
策
の

下
、
立
地
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
民
間
で
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
総
括
原
価
方
式
に
よ
っ
て
費
用
回

収
に
も
一
定
の
予
見
性
を
持
ち
、
事
業
遂
行
に
必
要
な

投
資
を
着
実
に
行
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
春
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
原
子
力
は
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
可
能
な
限
り
依
存

度
を
低
減
す
る
政
策
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
力
シ

ス
テ
ム
改
革
の
進
展
に
伴
う
総
括
原
価
の
廃
止
な
ど
の

大
き
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
先
行
き
は
極
め
て
不
透
明

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
で
あ
る
電
力
会 舞鶴発電所の点検作業

ル
ギ
ー
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
第
一
歩
と
し

て
今
後
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
る
は
ず
だ
。

＊
電
気
・
熱
・
冷
水
な
ど
を
供
給
す
る
た
め
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
（
受
変
電
・

ボ
イ
ラ
・
空
調
・
自
家
発
電
設
備
な
ど
）
の
設
計
・
調
達
・
建
設
か
ら
運
転
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で一括
し
て
請
け
負
う
サ
ー
ビ
ス
。

●
自
由
化
実
施
へ
解
決
す
べ
き
課
題
①
安
定
供
給

─
─
で
は
自
由
化
は
良
い
こ
と
ず
く
め
？

　

お
客
さ
ま
が
、
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
享
受

し
て
い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
が
重
要
。
そ
れ
に
は
電
力

需
給
の
安
定
が
必
須
の
条
件
。
現
在
の
よ
う
に
供
給
力

不
足
の
状
況
で
は
、
い
く
ら
全
面
自
由
化
し
て
も
競
争

が
活
発
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
供
給
力
不
足
は
、

原子力の特殊性

原子力課題への対応

●巨額の投資が必要

●立地から運転、廃止措置まで事業が長期に亘る

●廃炉や使用済燃料、廃棄物の処理処分など、発電終了後も長期に亘り事業
継続が必要

●原子燃料サイクルや原子力賠償制度など、長期に亘り相互扶助的に支えて
いるしくみ

規模 建設費用 廃止費用
原子力 120万kW 4,394億円 680億円
LNG 135万kW 1,620億円  81億円

出典：2011.12月コスト等検証委員会報告書 等

建設 運転 廃止措置
原子力 20年 40～60年 20～30年程度
石炭・LNG 10年 30～40年   １～２年程度

出典：2011.12月コスト等検証委員会報告書 等

事業環境の変化 課　題

事業者による自主的・継続的な安全性向上の推進

原子力依存度
低減

安全かつ確実な廃止措置を
実現するための課題

安全かつ確実に
原子燃料サイクルを
遂行するための課題

確実な損害賠償を
可能とするための課題

（原子力損害賠償制度見直し）

原子力発電を
一定規模確保するための課題

電力システム
改革

安全規制の強化
世界一厳しい

規制基準への適合

停
電
リ
ス
ク
ば
か
り
か
電
気
料
金
の
上
昇
要
因
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

　

供
給
力
不
足
を
解
消
す
る
に
は
、
短
期
的
に
は
安
全

確
保
を
大
前
提
に
原
子
力
の
再
稼
動
を
進
め
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
だ
。
安
全
性
を
確
保
し
た
原
子
力
が
稼
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
力
燃
料
費
の
負
担
が
減
り
、
お

客
さ
ま
に
還
元
で
き
、
社
会
全
体
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

　

ま
た
長
期
的
に
は
、
自
由
化
後
も
持
続
的
に
安
定
供

給
が
確
保
で
き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
、
我
々
も
国

等
と
協
力
し
、
詳
細
な
制
度
設
計
を
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

─
─
持
続
的
に
安
定
供
給
が
確
保
で
き
る
体
制
と
は
？

　

全
面
自
由
化
で
新
た
な
事
業
者
の
参
入
が
見
込
ま
れ

る
今
後
は
、
市
場
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
事
業
者
が
供

給
力
確
保
に
責
任
を
持
つ
し
く
み
が
必
要
だ
。

　

当
然
な
が
ら
各
事
業
者
は
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、

事
業
の
採
算
性
を
重
視
す
る
。
稼
動
率
の
低
い
電
源
の

保
有
や
、
将
来
の
需
要
を
見
据
え
た
電
源
開
発
投
資
な

ど
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
短
期
的
に
も
長
期

的
に
も
安
定
供
給
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
の
か
、
き
ち

ん
と
し
た
制
度
設
計
が
重
要
で
、
見
切
り
発
車
し
て
し

ま
う
と
大
変
な
危
機
を
招
き
か
ね
な
い
。

●
自
由
化
実
施
へ
解
決
す
べ
き
課
題
②
原
子
力

─
─
自
由
競
争
下
に
お
け
る
原
子
力
事
業
の
あ
り
方
も

課
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

原
子
力
は
発
電
所
の
計
画
か
ら
建
設
、
運
転
、
廃
炉

現行の安定供給確保の取り組み

需要 供給力 

❶中長期的な供給力の確保
稼動しない予備電源や、稼動時間が極めて少ないピーク電源は、採算が取りにくくなり、

安定供給に必要な供給力・予備力が確保されにくくなる。

❷短期的な需給調整能力の確保
発電設備を保有しない送配電事業者が、必要な調整力の量と質を、

効率的に調達できるか。

需要変動や電源トラブルに対応するため、予備力を確保 確保した予備力を活用して、需要の変動に対応 需要と供給力を常にぴったりと一致させる

大規模電源トラブル
定期点検

出水変動
計画外停止

8～10%
程度

予備力

＋α

気温・需要変動 3%程度

需要と供給力を常に一致

60Ｈｚ
需要

（消費量）
供給

（生産量）

常に一致させる必要
※バランスが大きく崩れると最悪の場合、エリア全体が停電

一日の需要変動

需要 

供給力 

中長期 短期

周波数

瞬時

原子燃料サイクル（日本原燃） 原賠機構法上の相互扶助

〈フロントエンド〉
●ウラン濃縮

〈原子燃料サイクル〉
●再処理
●MOX加工
●廃棄物貯蔵

〈バックエンド〉
●廃棄物処理・管理

原
子
力
事
業
者

出資・
債務保証

利用料の
負担

すべての原子力事業者

資金の交付等
（事故事業者）

特別負担金
（事故事業者）

一般
負担金

原子力賠償支援機構

日本原燃

社
が
競
争
環
境
下
で
原
子
力
事
業
を
担
う
に
は
、
あ
る

程
度
の
予
見
性
を
持
っ
て
事
業
を
計
画
・
実
行
で
き
る

環
境
整
備
が
何
よ
り
重
要
だ
。

─
─
ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
？

　

例
え
ば
廃
止
措
置
に
関
わ
る
制
度
。
現
行
制
度
で
は

発
電
所
の
運
転
終
了
と
と
も
に
残
存
簿
価
を
一
括
費
用

計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
政
策
変
更
や
規
制
変

更
な
ど
に
よ
り
計
画
外
に
廃
炉
と
な
る
場
合
、
経
営
へ

の
影
響
は
甚
大
だ
。
国
の
規
制
変
更
に
よ
る
費
用
増
を

適
切
に
負
担
す
る
し
く
み
も
含
め
、
安
全
・
確
実
に
廃

止
措
置
が
行
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
現
在
、
経
済

産
業
省
の
審
議
会
で
あ
る
原
子
力
小
委
員
会
に
お
い
て

も
、
同
様
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
源
の
有
効
利
用
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
は
重
要
で
あ
り
、
安
定
的
・
効
率
的
な
事

業
実
施
の
た
め
、
そ
の
推
進
体
制
や
、
国
と
民
間
事
業

者
の
役
割
分
担
の
明
確
化
が
必
要
。
こ
の
点
も
、
原
子

力
小
委
員
会
で
各
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
、
海
外
の
事

業
者
負
担
水
準
と
も
照
ら
し
つ
つ
、
原
子
力
政
策
、
競

争
環
境
に
適
合
し
た
も
の
に
適
切
に
見
直
す
こ
と
も
今

後
の
論
点
で
あ
る
。

　

民
間
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
範
囲
の
リ
ス
ク
負
担

な
ど
持
続
可
能
な
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
、
民
間
の

事
業
者
が
競
争
環
境
の
な
か
で
安
定
供
給
と
料
金
の
低

減
を
図
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
の
利
益
に
つ
な
が
る
と

システム改革に関する懸念

大飯発電所

原子力小委員会  2014.8月の資料をもとに作成
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れ
て
い
る
が
、
一
部
に
透
明
性
、
公
平
性
が
な
お
不
十

分
と
の
指
摘
が
あ
り
、
来
年
の
通
常
国
会
に
法
的
分
離

を
定
め
る
電
気
事
業
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
成
立
す
れ
ば
一
八
〜
二
〇
年
を
目
途
に
法
的
分

離
が
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

我
々
は
現
行
制
度
で
も
中
立
性
は
十
分
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
仮
に
法
的
分
離
と
な
っ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
発
送
電
一
貫
体
制
の
下
で
維
持
さ
れ

て
き
た
安
定
供
給
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
分
離

を
補
完
す
る
し
く
み
や
ル
ー
ル
が
不
可
欠
で
、
分
離
し

て
も
機
能
す
る
か
を
し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で
進
め
る

べ
き
。

─
─
分
離
す
る
と
ど
ん
な
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
？

　

例
え
ば
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
、
電
力
会
社
は

発
電
・
送
配
電
・
小
売
部
門
が
一
体
と
な
り
、
総
力
戦

で
迅
速
な
復
旧
を
実
現
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
高
度
な

工
業
製
品
の
生
産
に
は
周
波
数
維
持
が
不
可
欠
だ
が
、

こ
れ
も
発
電
側
と
送
電
側
が
協
調
し
、
瞬
時
の
状
況
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
。
発

送
電
が
分
離
さ
れ
た
体
制
下
で
、
数
多
く
の
事
業
者
が

協
力
し
て
同
様
の
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
。

　

改
革
の
本
来
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
慎
重
な
議
論

を
望
み
た
い
。

●
今
後
の
抱
負

─
─
課
題
も
多
い
よ
う
だ
が
、
今
後
の
抱
負
は
？ 

　

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
我
々
は
責
任
と

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）
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考
え
て
い
る
。
ま
た
、
３
Ｅ
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
・
環
境
性
・
経
済
性
に
優
れ
た
原
子
力
は
、

日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
原
子
力
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
事
故

を
経
験
し
た
日
本
の
責
務
で
あ
り
国
際
社
会
へ
の
貢
献

だ
と
考
え
て
い
る
。

●
発
送
電
分
離

─
─
改
革
の
第
三
段
階
は
発
送
電
分
離
。
電
力
会
社
の

送
配
電
網
を
新
規
参
入
者
に
開
放
す
る
た
め
、
法
的
分

離
（
別
会
社
化
）
が
言
わ
れ
て
い
る
が
？

　

送
配
電
部
門
は
既
に
〇
三
年
か
ら
会
計
分
離
が
な
さ

取材・編集／田窪由美子

誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
既
に
三
年
半
、
厳

し
さ
を
増
す
経
営
環
境
と
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
些

か
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
逆
境
の
な
か
で
も

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
は
必
ず
将
来
の
礎
に
な
る
。
そ

う
信
じ
て
、
現
場
の
社
員
一
人
ひ
と
り
が
電
力
の
安
定

供
給
と
い
う
普
遍
的
使
命
に
誇
り
を
持
っ
て
専
心
し
て

い
る
。

　

我
々
自
身
の
自
己
変
革
と
し
て
、
ま
ず
は
コ
ス
ト
意

識
を
変
え
て
い
く
。「
価
格
¦
コ
ス
ト
＝
利
潤
」。
こ
の

当
た
り
前
の
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
自
由
化
の
下
で

の
競
争
の
な
か
で
お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　

加
え
て
、
自
由
化
と
い
う
環
境
変
化
は
我
々
に
と
っ

て
も
事
業
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
。
電
力
供
給
と
い
う
事
業

の
枠
や
関
西
と
い
う
エ
リ
ア
の
枠
を
超
え
、
他
エ
リ

ア
・
海
外
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

と
し
て
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
市
場
で
競
争
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
何
も
か

も
自
力
で
で
き
る
わ
け
は
な
く
、
互
い
の
強
み
を
生
か

せ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
も

燃
料
調
達
等
で
他
社
と
の
連
携
を
進
め
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
先
般
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
一
括
受
電
サ
ー
ビ
ス
最

大
手
の
中
央
電
力
と
資
本
業
務
提
携
も
行
っ
た
。
今
後

も
目
的
・
価
値
を
共
有
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し

な
が
ら
実
力
を
蓄
え
た
い
。
新
た
な
成
長
へ
の
基
盤
構

築
の
時
機
だ
と
捉
え
、
覚
悟
を
持
っ
て
シ
ス
テ
ム
改
革

に
向
か
っ
て
い
く
。

災害復旧


